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1
はじめに

KR403 Kiosk レシート ・ プリンタ

Zebra KR403 モデルは豊富な機能を備えたクラス最高のサーマル ・ キオスク ・ プリンタ
です。 KR403 プリンタの感熱印字速度は、 2.03 dpi ( インチ当たりのド ッ ト数 ) の印字密
度で最大 5.9 ips (150 mm/s) です。 KR403 は ZPL プリンタ ・ プログラ ミング言語と、 各
種のインターフェイスや機能オプシ ョ ンに対応しています。

KR403 プリンタの機能 :

• 特許取得済みのルーピング ・ プレゼンタ  - イメージ処理の終了前にユーザーがレ
シート を取り出そう とすることで発生する紙詰まりや印刷イメージのゆがみを抑
えるために、 KR403 では革新的な 「ルーピング ・ ステーシ ョ ン」 が採用されて
います。 イ メージ処理が完了するまでレシートは印刷メカニズム内に維持され、
イ メージ処理が完了すると、 取り出せるようにユーザーに提示されます。

• 用紙プル検出 – ユーザーがレシート を掴んで取り出そう と力が加わると、
KR403 はその力を検知し、 用紙が破れたり詰まったり しないように制御しなが
らレシート を提示します。

• リ ト ラク ト と維持 – 指定時間内にレシート を取り出さないと、 KR403 はレシー
ト を引っ込めてプリンタの底部 ( 通常、 キオスク内のキャッチ ・ ビン ) に排出し
ます。 リ ト ラク ト数はカウン ト されてホストに報告されます。

• 簡単な用紙セット – 自動の用紙セットと印刷準備。 サプライ低感知 ( オプション )。

• 柔軟な用紙サポート  – 自動用紙検知およびキャリブレート機能で、 連続、 折り
畳み、 および黒線のレシート用紙とラベル用紙をサポート します。

• 柔軟なマウント － オプションの用紙アダプタを使って、 プリンタの向き 180° ～ 最大 
360° までの範囲で行われる横 / 縦のプリンタ ・ マウント。

• 印字ヘッ ド寿命監視 – 印字ヘッ ド ・ エレメン トのテスト と、 印字長オド メータ
報告。
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• 業界ト ップのバー ・ コード ・ サポート  – 一般リニアおよび専門リニアの最大規
模セッ ト と、 キオスク ・ プリンタに常駐する 2 次元バー ・ コード ・ シンボル ・
コード体系。

• 強力なフォン ト ・ サポート  – スケーラブル ・ フォン ト  (1) とビッ トマップ ・ フォ
ン ト  (16) の常駐、 およびダウンロード可能 /Unicode フォン ト ・ サポート。

• インターフェイス ・ サポート  – KR403 は 2 種類のインターフェイス設定に対応
しています。
USB/ シリアル、 および USB/ イーサネッ ト。

• スト レージ – プログラ ミング、 グラフ ィ クス、 フォン トに利用可能なクラス最
大 1.5MB ( 高速画像処理対応の 8MB SDRAM) と  4 MB フラ ッシュ ・ メモリを搭
載。

KR403 プリンタには、 次のような幅広いプリンタ ・ オプシ ョ ンとアクセサリも用意され
ています。

• 58、 60、 80、 および 82.5 mm の用紙ガイド幅。

• 70 ワッ トの外部プリンタ電源モジュール。

• 複数のプリンタ ・ ロール紙マウン ト ・ アクセサリの設定とオプシ ョ ン。

• Zebra/ カスタム ・ ロール紙マウン トで使用する、 ロール紙不足センサー。

• 大型ロール紙使用時にモーターの損傷を防ぐ、 大型ロール紙アダプタ。

• 大容量の Unicode フォン ト ・ セッ ト、 マルチ ・ フォン ト、 グラフ ィ クス、 およ
びプログラ ミングを保管できるフル ・ フラ ッシュ  (64MB) メモリ。

• 中国語 ( 簡体字と繁体字 )、 日本語、 韓国語、 タイ語の大型の文字セッ ト用のプ
リンタ設定オプシ ョ ンを含むアジア系言語のサポート。

• Zebra の ZBI 2.0 (Zebra BASIC Interpreter) プログラ ミング言語。 ZBI では、 カス
タム ・ プリンタ操作やソフ トウェア言語エミ ュレーシ ョ ンを作成できます。

このインテグレータ ・ ガイ ドでは、 日常的にプリンタをインス トールしたり操作したり
する上で必要となる情報を提供します。 レシート  ( ラベル ) ・ フォーマッ トの作成につい
ては、 お手元のプログラ ミング ・ ガイ ド、 または Zebra Designer などのレシート  ( ラベ
ル ) ・ デザイン用のアプリケーシ ョ ンを参照して ください。

このプリンタは、 ホス ト ・ コンピュータに接続されると、 レシート とラベルを印字する
完全なシステムとして機能します。

注記 • プリンタ設定の多くは、 プリンタ ・ ド ライバーかレシート  ( ラベル ) 設定ソフ ト
ウェアによってコン ト ロールされています。 詳細については、 ソフ トウェア ・ インテグ
レータ ・ ガイ ド  (P1026208) を参照して く ださい。
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パッケージの内容

• KR403 プリンタ。

• 保証情報。

注記 • 費用を最小限に抑え無駄を省くため、 KR403 には不要なコンポーネン トやアクセ
サリは含まれていません。 プリンタを操作可能にする には、 別の品目を追加する必要が
あります。

梱包から取り出してプリンタを点検する

プリンタを受け取ったら、 ただちに梱包から取り出し、 輸送中の損傷がないかを点検し
て ください。

• 梱包材はすべて保管しておいて く ださい。

• すべての外装表面に損傷がないかを確認します。

• プリンタを開閉して、 プリンタ内にある用紙やテスト用紙を取り除きます。

点検によって、 輸送中に発生した損傷が見つかった場合には、 次の手順に従って くださ
い。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出します。 Zebra Technologies 
Corporation はプリンタの出荷中に発生した損害に対しては責任を負いません。
また品質保証では、 この種の損害の修理は補償されません。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄の正規 Zebra 販売代理店にお知らせください。

対象読者

本書は、 KR403 プリンタを使用するキオスクを構築したり、 プリンタ  の操作または問題
の解決を行う必要がある読者を対象に書かれています。
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本書の構成

本書は以下のように構成されています。

このマニュアルは、 プリンタの機能が追加または変更された場合に更新されます。 最新
版はいつでも当社の Web サイ トで閲覧できます (http://www.zebra.com)。 本書に掲載さ
れていない機能について詳細をお知りになりたい場合は、 最寄の技術サポートまたはプ
リンタの購入先の Zebra パートナーにお問い合わせください。

章 説明

はじめに 本書で取り扱う内容、 連絡先情報。

設定の概要 KR203 プリンタおよびパッケージの内容、 設定上の諸注
意の概要

プリンタの概要 寸法、 向き、 およびその他の機能

接続 電源および通信接続

用紙 セッ ト、 マウン ト、 およびフ ィード角度

アクセサリ キオスケ設計を向上させるために使用可能なオプシ ョ ン

ト ラブルシューテ ィング ステータス ・ インディケータ ・ コード、 印字品質不良な
ど、 操作上の問題や解決方法について説明します。

http://www.zebra.com
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連絡先

インターネッ ト を利用した技術サポートは、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。

Web サイ ト : www.zebra.com

テクニカル ・ ライブラリ文書の電子メールによる返送 :

• 電子メール ・ アドレス : emb@zebra.com

• サブジェク ト ・ ライン : Emaillist

セルフサービス ・ ナレッジ ・ ベース : www.zebra.com/knowledgebase

オンライン ・ ケース登録 : www.zebra.com/techrequest

連絡先の

部門
南アメ リカ / 北アメ リカ

ヨーロッパ、 アフリカ、

中東、 インド
アジア太平洋

地域本部 Zebra Technologies International, LLC
475 Half Day Road, Suite 500
Lincolnshire, IL 60069 USA

電話 :+1 847 634 6700
フ リーダイヤル : +1 866 230 9494
Fax:+1 847 913 8766

Zebra Technologies Europe Limited
Dukes Meadow
Millboard Road
Bourne End
Buckinghamshire, SL8 5XF
United Kingdom

電話 :+44 (0) 1628 556000
Fax:+44 (0) 1628 556001

Zebra Technologies Asia Pacific
Pte. Ltd.
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913

電話 :+ 65 6858 0722
Fax:+65 6885 0838

技術サポート

Zebra 機器およびソフ ト ウエ

アの操作に関する質問につい

ては、 販売業者にお問い合わ

せください。 さらに援助が必

要な場合は、 Zebra までお問

い合わせください。

モデル番号とシ リアル番号を

ご用意ください。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
Fax:+1 847 913 2578

ハードウェア :ts1@zebra.com
ソフ ト ウェア :ts3@zebra.com

Kiosk プリ ンタ :

電話 :+1 866 322 5202
kiosksupport@zebra.com

電話 :+44 (0) 1628 556039
Fax:+44 (0) 1628 556003

電子メール
:Tseurope@zebra.com

電話 :+65 6858 0722
Fax:+65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

修理サービス部門

プリ ンタのご送付による修理

についてのお問い合わせ。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)
Fax:+1 847 821 1797

電子メール :repair@zebra.com

米国での修理を依頼するには、

www.zebra.com/repair をご覧くださ

い。

電話 :+44 (0) 1772 693069
Fax:+44 (0) 1772 693046

新しいご依頼 :ukrma@zebra.com
ステータスの更新 :
repairupdate@zebra.com

電話 :+65 6858 0722
Fax:+65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com

その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

技術研修部門

Zebra 製品研修コースについ

てのお問い合わせ。

電話 :+1 847 793 6868
電話 :+1 847 793 6864
Fax:+1 847 913 2578

電子メール :ttamerica@zebra.com

電話 :+44 (0) 1628 556000
Fax:+44 (0) 1628 556001

電子メール
:Eurtraining@zebra.com

電話 :+ 65 6858 0722
Fax:+65 6885 0838

電子メール : 中国 : 
tschina@zebra.com

その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

製品照会部門

製品カタログおよび流通業

者、 販売業者についてのお問

い合わせ。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

電子メール :inquiry4@zebra.com

電話 :+44 (0) 1628 556037
Fax:+44 (0) 1628 556005

電子メール
:mseurope@zebra.com

E: 中国 :GCmarketing@zebra.com
その他の地域 :
APACChannelmarketing@zebra.com

カスタマ ・サービス部門 ( 米
国 )
国内販売部門 ( 英国 )
プリ ンタ本体、 パーツ、 用

紙、 リボンに関するお問い合

わせは、 最寄の販売代理店ま

たは弊社までご連絡くださ

い。

電話 :+1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

電子メール :clientcare@zebra.com

電話 :+44 (0) 1628 556032
Fax:+44 (0) 1628 556001

電子メール :cseurope@zebra.com

電話 :+65 6858 0722
Fax:+65 6885 0836

電子メール : 中国 :order-
csr@zebra.com

その他の地域 :
csasiapacific@zebra.com

省略記号 : T: 電話
Fax: ファ ッ クス
E-mail: 電子メール

mailto:ts1@zebra.com
mailto:ts3@zebra.com
mailto:kiosksupport@zebra.com
mailto:Tseurope@zebra.com
mailto:tschina@zebra.com
mailto:tsasiapacific@zebra.com
mailto:repair@zebra.com
http://www.zebra.com/repair
mailto:ukrma@zebra.com
mailto:repairupdate@zebra.com
mailto:tschina@zebra.com
mailto:tsasiapacific@zebra.com
mailto:ttamerica@zebra.com
mailto:Eurtraining@zebra.com
mailto:tschina@zebra.com
mailto:tsasiapacific@zebra.com
mailto:inquiry4@zebra.com
mailto:mseurope@zebra.com
mailto:GCmarketing@zebra.com
mailto:APACChannelmarketing@zebra.com
mailto:clientcare@zebra.com
mailto:cseurope@zebra.com
mailto:order-csr@zebra.com
mailto:order-csr@zebra.com
mailto:csasiapacific@zebra.com
http://www.zebra.com
mailto:emb@zebra.com
http://www.zebra.com/knowledgebase
http://www.zebra.com/techrequest
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則と記号が使用されます。

リンクの色 – 相互参照には、 このガイドの別のセクシ ョ ンにジャンプするためのリンク
が含まれています。 このガイドをオンラインで表示している場合、 青色のテキスト をク
リ ックすると、 対応する場所にジャンプできます。

注意 • 静電気放電の危険があることを警告します。

注意 • 電気シ ョ ッ クを受ける危険があることを警告します。

注意 • 過剰な温度の上昇によって火傷を負う危険があることを警告します。

注意 • 切断が起こる状況があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 身体
に負傷を及ぼす危険があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 ハー
ドウェアに損傷を及ぼす危険があることを警告します。

注意 • 目の保護具を着用する必要があることを忠告します。

重要 • 作業を完了するために重要な情報を通知します。

注記 • 本文の要点を強調または補足する情報を示します。
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2
設定の概要

設定上の諸注意の概要

キオスクを設定する担当者は、 プリンタの使用方法、 操作方法 ( 用紙の供給と保守 )、 修
理、 他のキオスク ・ コンポーネン ト との統合、 筐体との統合などを考慮する必要があり
ます。 KR403 プリンタがオペレータにとって適切に、 安全に、 簡単に機能するものにな
るには、 い くつかの基本的設定要素が必要になります。 一般的問題は、 以下のとおりで
す。

• KR403 プリンタは、 必ず固定筐体に取り付けて ください。 一般の顧客や未熟な
スタ ッフは、 プリンタの操作や修理を行わないで ください。

• 取り付け向き、 ルーピング ・ モードまたは垂直プレゼンタ ・ モードの使用、 およ
び用紙ゴミ箱の諸注意。 20 ページの 「印字モード」 を参照して ください。

• キオスクへのプリンタの単純な取り付け。 17 ページの 「基本的なプリンタ取り
付け ( プリンタのみ )」 を参照して ください。

• プリンタのベース ・ プレートは、 キオスクの平面に取り付けて くださ
い。

• 最大ねじ貫通 4 mm (17 ページの 「基本的なプリンタ取り付け ( プリン
タのみ )」 を参照 )。

• プリンタ電源要件 – キオスク有線電源装置の使用 (34 ページの 「電源の取り付
け」 を参照 ) または 70 ワッ ト電源装置アクセサリの使用 (76 ページの 「プリン
タ電源供給装置 – 808099-004」 )。

• 用紙処理 － ロールまたは折り畳み、 ロール紙マウン トまたは折り畳みト レー、
用紙 / プリンタ ・ マウン ト  ( ユーザー独自の設計、 または KR403 プリンタ ・ マ
ウン ト ・ アクセサリの使用 - 61 ページの 「アクセサリ」 を参照 )。 プリンタに対
応した、 キオスク内の用紙位置 ( ロール紙最大直径に反映 )。
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• プリンタへのオペレータ ・ アクセス。 オペレータは、 プリンタの検査、 修理、 保
守を行う必要があります。 オペレータは、 以下へのアクセスが必要です。

• オペレータは、 ステータス ・ ランプを確かめるために、 プリンタのコン
ト ロール ・ パネルを確認できることが必要です。 また、 用紙のセッ ト、
セッ トアップおよびプリンタの修理を行うためにステータス ・ ランプを
確認しながらフ ィードボタンを押せることが必要です (24 ページの 「コ
ン ト ロール、 インジケータ、 およびセンサー」 を参照 )。

• 印字ヘッ ドを開いてクリーニングしたり、 ジャムを取り除きますサービ
ス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• プリンタ と用紙 ( ロールまたは折り畳み ) の間の用紙経路。 プリンタ、
プリンタ ・ コン ト ロール、 および用紙のいずれかの片側に最小クリアラ
ンス 250 mm が必要です。

• 修理およびプリンタの交換、 ハードウェア取り付けへのアクセス。

• オペレータ向けの設定 － 直観的用紙セッ トの改善に向けたアイデア、
用紙準備、 用紙セッ ト ・ ラベルと文書の使用。

• ケーブル接続、 電源、 電気ノイズ源。

• 周囲の照明と外部の光源。

• 冷却。
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3
プリンタの概要

基本的なプリンタ寸法

下記の図で、 キオスクにプリンタを装着する際の基本的なプリンタ取り付け寸法の概略
を示します。 これらの基本的なプリンタ寸法には、 プリンタを特定のプリンタ ・ アクセ
サリ と併用する際に必要な固有の統合要件、 オペレータ ・ サービス ・ アクセス、 用紙マ
ウン ト、 パワー / ケーブル ・ アクセス、 プリンタ用紙処理などは示されていません。

図 3-1 • プリンタ寸法
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プリンタの向き

図 3-2 • プリンタの向き

表 3-1 • プリンタの向き

排出 水平マウン ト 排出 垂直マウン ト

用紙排出と提示
用紙リ ト ラク ト と維持 

( キオスク内 )

用紙リ ト ラク ト と維持 
( キオスク内 )

用紙排出と提示

後部
用紙挿入

前部
用紙排出

左側

右側
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プリンタの機能

図 3-3 • プリンタの機能

表 3-2 • プリンタの機能

印字ヘッ ド リ ト ラクタ

プラテン ( ド ライブ ) ローラー コン ト ロール ・ パネル ( 右 )

カッ ター リ ト ラク ト ・ センサー

プレゼンタ 用紙センサー
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プリンタの機能 ( 続き ) 

表 3-3 • プリンタの機能

シリアル接続 電源の接続

USB 接続 用紙不足センサー接続

イーサネッ ト接続 コン ト ロール ・ パネル ( 左 )

図 3-4 • プリンタの機能 ( シリアル /USB)

図 3-5 • プリンタの機能 (USB/ イーサネッ ト )
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プリンタの機能 ( 続き )

表 3-4 • プリンタの機能

ゴミ箱センサー

図 3-6 • プリンタの機能 ( シリアル /USB)
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プリンタを開く

プリンタをクリーニングまたは修理する際に、 印字ヘッ ドにアクセスする必要がある場
合があります。

1. 緑色の印字ヘッ ド ・ リ リース ・ バーを押して、 印字ヘッ ドをアンロックします。

2. 印字ヘッ ド ・ アセンブリを上方に回転させます。

図 3-7 • 印字ヘッ ドを開く
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一般的印字情報

自動選択印字幅

プリンタ ・
コン ト ロール

• プリンタ ・ コン ト ロール ・ パネル － 設定ステータス 
( ラベル ) レシート、 デフォルト以外のプリン ト幅、 印字
濃度 ( 密度 ) など、 非常に基本的なプリンタ設定セッ ト
アップを行えます。

• ZPL (Zebra プログラ ミング言語 )、ページ ( レシート ) 記
述言語。
また、 プリンタは、自然言語を使用する Zebra SGD (Set 
Get Do) プリンタ設定言語もサポート します。

• Windows ド ライバーおよび Zebra セッ トアップ ・ ユー
テ ィ リテ ィ

• Zebra Designer - Zebra プリンタ対応のレシート (ラベル ) 設
定および印字アプリケーション。 Designer は、 グラフィク
ス、 ロゴ、 バーコード、 テキスト、 ダウンロード ・ フォントな
どにも対応します。

• ZBI 2.0 (Zebra Basic Interpreter) － ZBI では、 ソフ ト
ウェア ・ インテグレータで、 カスタム ・ コマンド / 機能
の作成や他のプログラ ミング言語のエミ ュレート を行え
ます。

印字方式 サーマル感熱紙を使用した、 感熱ページ印字

解像度 203 dpi (8 ド ッ ト /mm)

印字速度 5.9 インチ / 秒 (150 mm/ 秒 ) — デフォルト
5 インチ / 秒 (127 mm/ 秒 )
4 インチ / 秒 (101.6 mm/ 秒 )
3 インチ / 秒 (76.2 mm/ 秒 )
注記 ： プリンタ用紙は、 特定の速度範囲に対する定格です。
一部の用紙タイプや素材では、 遅い速度ほど、 きれいに印
字されます。

プレゼンタ速度 ルーピング ・ モードまたは垂直プレゼンタ ・ モードを使用
するキオスク ・ モードの 300 mm/ 秒。
非キオスク ・ モード ・ プレゼンタ速度は、 印字速度と一致
します。

印字デューテ ィ ・
サイクル

最大 33%

用紙センサー 用紙切れ、 プレゼンタに用紙残留、 リ ト ラク ト ・ パスに用
紙残留、 黒マーク、 オプシ ョ ンの外部用紙不足センサー。

最大印字幅 80 mm = 640 ピクセル

58 および 60 mm ガイド 58 mm = 464 ピクセル ( 最大 )

80 および 82.5mm ガイド 80 mm = 640 ピクセル ( 最大 )
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KR403 用紙タイプ

レシート用紙サプライ ・ タイプ 外部巻き取り連続ロールプレーン ・ レシート、 黒
マーク付きレシート、 黒マーク付き事前印字レシー
ト用紙。
折り畳み : 黒マーク付きスタ ック式レシート用紙、
黒マーク付き事前印字レシート用紙。

最大ロール直径 最大 250 mm (9.84 インチ )
注記 ： 最大ロール直径は、 使用しているロール ・ ホ
ルダーやキオスク設定によって異なります。

スピンドル ( コア ) 直径 最小 25 mm ( 標準芯サイズ )
最大 40 mm
小型の巻芯ロール紙 ・ アダプタで最小 12 mm

用紙幅 58、 60、 80、 および 82.5 mm ( 一般レシート ・ ロー
ル幅 )

用紙の厚さまたはカリパス 0.054 ～ 0.11 mm

用紙密度または坪量 55 ～ 110 g/m2 ( または gsm)
注記 - これは、 おおよその面密度測定値であり、 適
用する国、 用紙タイプ、 測定方法によって異なりま
す。
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基本的なプリンタ取り付け ( プリンタのみ )

プリンタは、 4 つのプリンタ取り付けねじ穴 ( 下図参照 ) を使用してのみ、 キオスクに取
り付けることができます。 プリンタは、 4 つの取り付け位置すべてを使ってキオスクの
プリンタのベースを堅固な金属ベース ・ プレートに接続したときに、 最も安全に使用で
きます。 キオスクの金属プリンタ取り付けプレートは、 静電放電や電気ノイズをコン ト
ロールするために、 キオスク電気接地 ( アース ) に接続して ください。

アクセサリの注文に関する詳細ついては、 5 ページの 「連絡先」 を参照して ください。

図 3-8 • プリンタの取り付け

表 3-5 • マウン ト構成

取り付け位置 キオスクの印字ベース 取り付けバリエーシ ョ ンの詳細

 および
プリンタのベース ・ プレー
トの完全適用範囲

• 最小取り付け位置

• クイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブ
をサポート

• 大半の Zebra アクセサリ ・
マウン ト ・ ソ リューシ ョ ン
によるサポート。

 および プリンタのベース ・ プレー
トの部分的 ( および完全適
用範囲 )

• ねじ り力を抑制するには最
小 3 ポイン ト取り付け。

 および  および 
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図 3-9 • プリンタの取り付け

表 3-6 • M3 メ ト リ ッ ク取り付けねじ長

M3 ねじ

X 最小 1.5 mm プリンタ取り付け面

Y 1.5 mm プリンタ ・ ベース ・ プレートの厚さ

Z 最大 2 mm 回路基板エリアに貫通

X + Y = 最大長

X + Y + Z = 最大長

X
Y Z
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ユーザー独自の取り付けの設定

以下の図に、 プリンタ取り付けシェルフの例を示します。

用紙セッ ト とサービス ・ アクセスには、 追加のスペースが必要です。 プリンタの保守を
プリンタ筐体の外側で行えるように、 プリンタを可動式プラッ トホームに取り付けるこ
とも検討して ください。

注記 • 排出スロッ ト を 97 mm 幅にすることをお勧めします。 この幅であれば、 KR403 
プリンタが処理可能なすべての用紙幅に対応できます。

注意 • プリンタに 4 mm 以上入り込むねじは絶対に使用しないで ください！さもないと、
プリンタ内部の電子回路を破損させるおそれがあります。

図 3-10 • プリンタの取り付け
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印字モード

KR403 は、 汎用プリンタで、 次の複数のモードで印字できます。 キオスク ・ モード ( ルーピ
ング ・ プレゼンタを使用するデフォルトの水平モード、 または垂直プレゼンタ ・ モード設定可能
)、 巻き取りモード ( カットなしでレシートのみ、 またはキオスク ・ モード機能サポート )、 およ
びカッター ・ モード ( ラベル用紙をサポートするシンプル ・ モード、 多くのキオスク機能をサ
ポート。 ただし、 ルーピング / リトラクト / 部分カットはサポートなし )。

キオスク ・ モードでは、 プリンタは、 印字済みレシートをループ領域 ( 水平マウント ) に格納
するか、 プリンタの下にぶら下がった ( 垂直マウント） 状態で、 レシートの印字またはカットを
終了します。 続いて、 プリンタはレシートをキオスク ・ クライアントに提示します。 クライアント
がレシートを引くと、 プリンタはすぐにローラーの動きを検出するため、 プリンタはレシートをプ
リンタから素早く排出します。 こうすることで、 レシートの破損を避けることができます。 また、
キオスク ・ モードでは、 プログラム可能なオプションがあり、 取り忘れたレシートをプリンタの
下の内側のゴミ箱にリトラクトすることもできます。

図 3-11 • 印刷シーケンス

表 3-7 • 印刷シーケンス

用紙投入 - 自動または手動による用紙
セッ ト手順

印字ヘッ ド とプラテン ( ド ライブ ) 
ローラー

ループ領域 ( 水平モード ) - 印字済み
レシート を格納。

用紙ド ライブ ・ ローラーとループ停
止 ( 前向のみ )

用紙提示と リ ト ラク ト ・ ローラー - 
方向の変更でローラーが旋回。
モーターによる用紙プルを検出。

用紙カッ ター - レシート ・ ページで全
体 / 一部用紙カッ トまたは即カッ ト。

用紙の提示排出 ( 水平モード )
印字済み用紙の格納とゴミ箱への
リ ト ラク ト  ( 垂直モード )

内部用紙ドライブ ・ ロール - リ ト ラク
ト時にプリンタから用紙を排出 ( 水平
モード )。 引っ張られると用紙を排出 
( 垂直モード )。

ゴ ミ箱へのリ ト ラク ト排出 ( 水平モード  ) 用紙の提示排出 ( 垂直モード )
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ルーピング ・ プレゼンタ  ( キオスク ・ モード )

ループ生成プレゼンタのメカニズムには、 多くの利点があります。

印字済み用紙をループ状に格納することで、 い
ろいろな長さの文書を処理できます。

完了したプリン トアウト を顧客に提示する前に
完全に印字してカッ トするまで、 プリン トアウ
ト を保持します。 こ うすることで、 印字が終わ
る前にキオスク ・ クライアン トが用紙を取り除
こ う とする、 他の多くのプリンタが抱える問題
を解消できます。

プリン トアウトの一部が提示されます。 顧客が
レシート を取ろう とすると、 プリンタは動きを
検出して、 レシートの残りの部分を 300 mm/
秒で発行するため、 レシートは破損されない状
態で除去されます。 提示される用紙の分量は、
キオスク ・ ウォールの隙間を考慮してカスタマ
イズできます。

リ ト ラク ト / 維持機能では、 未回収のプリン ト
アウト をリ ト ラク ト し、 キオスク内側のゴミ箱
に捨てることができます。 リ ト ラク ト したプリ
ン トアウトの残留データがあれば削除できるよ
うに、 リ ト ラク トはド ライバーに報告されま
す。 リ ト ラク トは、 内部タイマーによって開始
するか、 アプリケーシ ョ ンで直接実行すること
ができます。

カッ ト

印刷

用紙
挿入

ループ

提示

リ ト ラク ト

ゴ ミ箱
エリア

印刷

カッ ト
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垂直プレゼンタ  ( キオスク ・ モード )

垂直プレゼンタの操作には、 多くの利点があります。

印字済み用紙をプリンタの下に格納すること
で、 いろいろな長さの文書を処理できます。

完了したプリン トアウト をキオスク ・ クライア
ン トに提示する前に完全に印字してカッ トする
まで、 プリン トアウト を保持します。 こ うする
ことで、 印字が終わる前にキオスクのクライア
ン トが用紙を取り除こ う と して発生する印字の
問題を解消できます。

クライアン トに提示する際に印字面が向く よう
にプリン トアウトの向きを変えられるように、
レシート全体を格納します。

プリン トアウトの一部が提示されます。 顧客が
レシート を取ろう とすると、 プリンタは動きを
検出して、 レシートの残りの部分を 300 mm/
秒で発行するため、 レシートは破損されない状
態で除去されます。 提示される用紙の分量は、
キオスク ・ ウォールの隙間を考慮してカスタマ
イズできます。

リ ト ラク ト / 維持機能では、 未回収のプリン ト
アウト をリ ト ラク ト し、 キオスク内側のゴミ箱
に捨てることができます。 リ ト ラク トは、 内部
タイマーによって開始するか、 アプリケーシ ョ
ンで直接実行することができます。

カッ ト

印刷

格納

提示

向き

リ ト ラク ト

用紙挿入

ゴミ箱
エリア
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レシート  ( ページ ) イ メージ処理モード

プリンタは、 プログラ ミング ・ コマンド、 または Windows ド ライバーで以下のモードを
セッ ト します。

KR403 プリンタでは、 ZPL 「ページ」 モード ・ プログラ ミングを使って、 レシートのア
センブリや印字を行います。 ページ ・ モード印字では、 レシート ・ マージンとイ メージ
をマージンの間に配置するように記述してから印字します。 イ メージはイメージ ( メモ
リ ) バッファでアセンブルされてから、 1 つの連続印字として印字されます。

表 3-8 • レシート ・ イ メージ処理モード

連続
( キオスク ・ モード )

イメージ ・ バッファを印字してから、 ラベル長パラメータで
定義したイメージの終りで用紙をカッ ト します。

連続 - 可変
( デフォルト  - キオス
ク ・ モード )

イメージが事前設定のイメージ ・ バッファ ・ サイズより大き
い場合、 プリンタは、 プリンタの最大許容サイズまでの大き
なイメージでも対応できるようにイメージ ・ バッファを拡張
します。 続いて、 プリンタは、 印字マージンを付けてイメー
ジを大きめにして印字し、 レシート をカッ ト します。 次のレ
シートについては、 次のイメージが同一、 または小さめのサ
イズの場合、 事前設定イメージ / レシート ・ サイズに戻りま
す。

黒マーク / 線
( キオスク ・ モード )

黒マーク / 線の間の距離によって設定されたレシート長に一
致するレシート を印字し、 デフォルトでは、 黒マーク / 線で
レシート をカッ ト します。

カッ トのみ
( カッ ター ・ モード )

ラベルの印字に使用できますが、 レシート向けにはお勧めし
ません。
一般に、 黒マーク / 黒線付き用紙を使用してラベルの 「切れ
目」 の境を認識する、 ライナーに貼り付けられたラベルの印
字に使用します。 用紙ライナーのみをカッ トするようにする
には、 別のプログラ ミングが必要です。 ラベルと接着剤の付
いた台紙をカッ トすると、 カッ ターが動かな く なり、 サービ
ス技師に修復してもら う必要があります。
イ メージを印字し、 レシート をカッ ト します。 キオスク ・
モードの 「ルーピング」 や 「垂直」 プレゼンタ機能は使用し
ないで ください。
カッ ト ・ モードは、 用紙 「リ ト ラク ト」 機能をサポート しま
せん。
カッ ター ・ モードでは、 「部分」 カ ッ トは行わないで くださ
い。

基本印字
( 巻き取りモード )

キオスクでの使用には、 お勧めできません。 
巻き取りモード という名称には、 人を惑わすニュアンスがあ
ります。 ZPL プログラ ミング言語を共有する他の Zebra テー
ブルト ップ ・ プリンタにも関連することから、 「巻き取り無
効」 と してもよい く らいです。 巻き取りモードでは、 用紙
カッ ト  (Cut Now コマンドなど )、 キオスク ・ モードの 「ルー
ピング」、 「垂直」 プレゼンタ操作、 retract/eject コマンド ・
オプシ ョ ンはできません。
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コン ト ロール、 インジケータ、 およびセンサー

KR403 プリンタには、 キオスクにおいてクライアン トが体験する内容、 キオスク ・ オペ
レータのサービスおよび保守業務の向上を図り、 開発者がホスト ・ キオスク ・ システム
に印字およびサービス情報を提供できる能力を高めるために、 さまざまなコン ト ロール、
インジケータ、 およびセンサーが統合されています。 コン ト ロール、 インジケータ、 お
よびセンサーには、 以下があります。

• 設定 / 診断機能付きの用紙 「フ ィード」 ボタン

• 用紙検出 / コン ト ロール ・ センサー。

• 印字ヘッ ド温度、 センサー操作障害、 および印字ヘッ ド ・ テス ト。

• カッ ター操作検知、 およびジャム検出

• 用紙排出プル検出の検知。

• 外部用紙不足 ( ロール ) 検出センサー ・ アクセサリ ・ オプシ ョ ンのサポート。

• レポート / キオスク統合と設計プロセスの簡素化を図るためのプリンタ操作の仮想検
知 / レポート。

• 印字ヘッ ド ・ ク リーニング、 印字ヘッ ド寿命、 プリンタ寿命、 キオスクにリ ト ラク
ト した用紙のカウン トなど、 プログラ ミング設定可能な保守 / サービス警告上記の機
能は、 デフォルトではオフで、 Set/Get/Do (SGD) または ZPL プログラ ミングで設定
する必要があります。

プリンタには、 インテグレータについて、 プリンタ修理のためのプリンタ ・ マウン ト設
計の大幅な柔軟化を図るために、 予備のプリンタ ・ コン ト ロール / インジケータ ・ パネ
ルがプリンタの各片側にあります。

フ ィード ・ ボタン ・ コン ト ロール

フ ィード ・ ボタンには、 以下の複数の機能があります。

• 押して放すと、 用紙のフ ィード、 カッ ト、 デフォルトのキオス
ク ・ モードでのレシート ・ ページ全体の表示を行います。 その
他のインテグレータ ・ セッ ト ・ モードすべて、 およびキオス
ク ・ モードのバリエーシ ョ ンは、 最低でも、 フ ィード ・ ボタン
を押して放すと、 用紙のページ長をフ ィード します。

• プリン ト ・ バッファにあるデータは、 すべて印字されます。
バッファが空である場合、 ページは空白になります。
黒マーク ・ モードでは、 ページは黒マークと同期します。

• プリンタをオンにしている状態で、 押し続けると、 プリンタは、 一般にインテグ
レータによって使用される、 一式の手動セッ トアップ / 設定操作のユーザー ・ イン
ターフェイス ・ モードに入ります。 詳細については、 89 ページの表 7-2 「アプリ
ケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス」 を参照して ください。
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電源インジケータ

プリンタ電源が 24 VDC 電源供給であるとき、 電源インジケータは緑色です。

ステータス ・ インジケータ

電源がプリンタに投入された直後に、 簡単なセルフ ・ テス トが実行され、 ステータス ・
ランプがプリンタのステータスを報告します。

ステータス状況は、 以下のときに、 リセッ トおよび再チェ ックされます。

• ステータス状況が取り除かれたとき

• プリンタの電源をオフにしてから、 電源を再適用したとき。

• 印字ヘッ ドが開閉されたとき。

詳細については、 87 ページの表 7-1 「アプリケーシ ョ ン LED 状態」 を参照して くださ
い。

感知 / ステータス / エラー ・ レポート

KR403 には、 内部プロセス ・ コン ト ロール、 ソフ トウェア ・ インテグレータによるホス
ト / カスタム ・ プリンタ ・ ソフ トウェア開発へのステータス ・ レポートについて、 プリ
ンタに利用できる検知機能やエラー ・ レポートがあります。 これらの機能の多くは、
Windows ド ライバーによって、 およびド ライバーを介して Zebra Designer によって直
接サポート されます。

• プリンタは、 印字ヘッ ド、 モーター、 カッ ターなど、 さまざまな内部メイン ・ ボー
ド機能を監視します。

• KR403 プリンタには、 センサーやステータス ・ フラグを組み合わせて使用し、 詳細
なエラー報告フラグを作成してプリンタを監視するソフ トウェア ・ インテグレータ
のタスクを簡素化する、 仮想センサーやエラー ・ フラグがあります。

• また、 KR403 プリンタには、 印字ヘッ ド ・ ク リーニング / 短寿命警告 ( すぐに印字
ヘッ ドを交換する必要があります ) のメンテナンス ・ アラート を行うオド メータが
あります。 この機能は、 デフォルトでオフです。

• また、 KR403 プリンタは、 安全性について、 パワーアップ印字ヘッ ド ・ テス ト、 重
大障害テスト を行う と ともに、 個々のピクセルの機能について報告するプログラ ミ
ング ・ アクセス可能な印字ヘッ ド ・ ピクセル ・ テス ト もあります。 この機能は、 デ
フォルトでオフです。

以下の表および図に、 ^HQ ステータス ・ レポートに関するエラー ・ テーブルの ZPL プロ
グラマ ・ マニュアルからの抜粋を示します。 詳細および関連コマンドについては、 『ZPL 
プログラマー ・ ガイ ド』 を参照して ください。
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表 3-9 • エラー ・ フラグ (~HQES)

エラー ・ フラグ フラグ

グループ 
2

グループ 1
(X = 値は任意の 16 進数 [0-9, A-F])

ニ
ブ
ル

 1
6

 ～
 9

ニ
ブ
ル

 8

ニ
ブ
ル

 7

ニ
ブ
ル

 6

ニ
ブ
ル

 5

ニ
ブ
ル

 4

ニ
ブ
ル

 3

ニ
ブ
ル

 2

ニ
ブ
ル

 1

エラーなし 0 00000000 0 0 0 0 0 0 0 0

エラーあ り 1 00000000 X X X X X X X X

印字ヘッ ド ・ サーミ ス

ター ・ オープン
1 00000000 X X X X X 2 X X

無効なファームウェア

設定。
1 00000000 X X X X X 1 X X

印字ヘッ ド検出エラー 1 00000000 X X X X X X 8 X

不良な印字ヘッ ドエレ

メン ト
1 00000000 X X X X X X 4 X

モーター過剰高温 1 00000000 X X X X X X 2 X

印字ヘッ ド過剰高温 1 00000000 X X X X X X 1 X

カッ ター障害 1 00000000 X X X X X X X 8

ヘッ ド ・ オープン 1 00000000 X X X X X X X 4

リ ボン切れ b 1 00000000 X X X X X X X 2

用紙排出 1 00000000 X X X X X X X 1

用紙経路ク リ ア障害
a 1a 00000000 X X X X 8a X X X

用紙フ ィード ・

エラー
a 1a 00000000 X X X X 4a X X X

プレゼンタ未実行 a 1a 00000000 X X X X 2a X X X

リ ト ラ ク ト時の用紙

ジャム a 1a 00000000 X X X X 1a X X X

黒マーク未検出
a 1a 00000000 X X X 8a X X X X

黒マーク ・ キャ リブ

レート ・ エラー
a 1a 00000000 X X X 4a X X X X

リ ト ラ ク ト機能タイム

アウ ト
a 1a 00000000 X X X 2a X X X X

一時停止 a 1a 00000000 X X X 1a X X X X

a. このエラー ・ フラグは、 KR403 プリ ンタでのみサポート されます。

b. このエラーは、 KR403 プリ ンタでサポート されません。
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表 3-10 • 警告フラグ (~HQES)

警告フラグ フラグ

グループ 
2

グループ 1
(X = 値は任意の 16 進数 [0-9, A-F])

ニ
ブ
ル

 1
6

 ～
 9

ニ
ブ
ル

 8

ニ
ブ
ル

 7

ニ
ブ
ル

 6

ニ
ブ
ル

 5

ニ
ブ
ル

 4

ニ
ブ
ル

 3

ニ
ブ
ル

 2

ニ
ブ
ル

 1

警告なし 0 00000000 0 0 0 0 0 0 0 0

警告あ り 1 00000000 X X X X X X X X

用紙近端センサー
c 1c 00000000 X X X X X X X 8c

印字ヘッ ドの交換 1 00000000 X X X X X X X 4

印字ヘッ ドの

ク リーニング
1 00000000 X X X X X X X 2

用紙のキャ リブレート

が必要
1 00000000 X X X X X X X 1

センサー 1 ( ヘッ ドの

前に用紙 )c
1c 00000000 X X X X X X 1c X

センサー 2 
( 黒マーク )c

1c 00000000 X X X X X X 2c X

センサー 3 
( ヘッ ドの後に用紙 )c

1c 00000000 X X X X X X 4c X

センサー 4 
( ループ準備完了 )c

1c 00000000 X X X X X X 8c X

センサー 5 
( プレゼンタ )c

1c 00000000 X X X X X 1c X X

センサー 6 ( リ ト ラ ク

ト準備完了 )c
1c 00000000 X X X X X 2c X X

センサー 7 
( リ ト ラ ク ト中 )c

1c 00000000 X X X X X 4c X X

センサー 8 (bin で )c 1c 00000000 X X X X X 8c X X

c. このエラー ・ フラグは、 KR403 プリ ンタでのみサポート されます。
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フ ィード ・ ボタン ・ モード

周囲の光

プリンタの正面にある用紙排出口の裏側に光学式センサー (20 mm) があります。 他のセ
ンサーについても、 キオスクの内部のランプ ( および、 継ぎ目、 ベン トなどを通って入
り込む明るい外部の光源 ) の影響を受けることがあります。 適切なプリンタ操作を確保
するため、 直射日光や屋内ランプの光が用紙排出口を通してセンサーに届かないように
プリンタ筐体を設計します。

用紙出力センサーを外側の光源から保護するために使用するアクセサリ ・ オプシ ョ ンに
ついては、 65 ページの 「シャ ッ ター ・ ベゼル – 104591」 を参照して ください。

冷却

プリンタの対流冷却を行うためは、 プリンタの両側にスペースを持たせる必要がありま
す。 このことは、 極限環境であり、 プリンタ使用頻度も高いキオスク導入では、 さらに
重要になります。

手動によるプリンタのリセッ ト

KR403 プリンタには、 電源スイッチやリセッ ト ・ ボタンがありません。 プリンタを手動
でリセッ トするには、 プリンタから電源を外します。 電源 LED がオフになるまで数秒待
ち、 電源プラグを再接続します。 プリンタは 25 秒ほどで、 再起動し、 初期化されます。

また、 キオスク ・ アプリケーシ ョ ンによる送信時には、 プリンタは ZPL ~JR コマンドで
もリセッ トできます。 これは、 プリンタの内部のプログラ ミング用のプリンタ電源をオ
ン / オフすること と同じです。

プリンタ設定方法とツール

KR403 プリンタには、 ソフ トウェア / ハードウェア ・ インテグレータ向けに多数のプリ
ンタ設定方法があります。 そう した設定方法のそれぞれの目的は、 さまざまなキオスク
設計や統合作業でユーザーを支援することです。 これらの統合作業には、 プリンタの起
動、 概念検証、 レシート設計、 ステータス ・ レポート、 マルチ ・ プリンタ設定、 キオス
ク ・ アプリケーシ ョ ン設計などがあります。 ハードウェアからプログラ ミング ・ アプリ
ケーシ ョ ンまでの設定方法には以下があります。

• 用紙ガイド  - プリンタの最大印字幅を設定します。 50 ページの 「用紙ガイ ド  - 必要
なアクセサリ」 および 50 ページの 「用紙ガイドの装着」 を参照して ください。

• コン ト ロール ・ パネル — フ ィード ・ ボタン ・ モードに使用時にプリンタのコン ト
ロール ・ パネルでは、 自動用紙キャリブレート ・ ルーチン、 印字濃度、 印字幅 ( レ
シート )、 シリアルポート自動セッ トアップ、 工場出荷時のデフォルトへのプリンタ
のリセッ トなどへのアクセスまたは設定を行います。 プリンタのプリンタ設定ス
テータス ・ ラベルの表示については、 28 ページの 「フ ィード ・ ボタン ・ モード」 と  
59 ページの 「テスト ・ レシートの印字」 を参照して ください。
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• Windows Zebra セッ トアップ ・ ユーテ ィ リテ ィ と  Windows ド ライバー — プリンタ
の使用、 設定オプシ ョ ンのテスト、 プログラ ミング ・ コマンドまたはファイルの送
信、 Windows アプリケーシ ョ ンからの直接印字などを開発者がすぐに使用できま
す。

• Zebra Designer — Windows プリンタ ・ ド ライバーで動作して、 レシート ・ レイアウ
トの手早い作成、 概念検証プロセス時のフォン ト / オブジェク ト  ( グラフ ィ クス、 ロ
ゴ、 レシート ・ フォーム ) の管理などで、 ユーザーを支援する、 レシート / ラベル設
計プログラム。

• ZPL、 SGD (Set-Get-Do)、 および ZBI (Zebra Basic Interpreter) プログラ ミング言語 
— ZPL プリンタ ・ プログラ ミング ・ プリンタ ・ ページ記述言語により、 アプリケー
シ ョ ン開発者は、 ASCII ベースのテキスト ・ プログラ ミングでユーザーのプリンタ
のすべての機能を設定およびコン ト ロールすることができます。 SGD オブジェク
ト ・ ベースのプログラ ミング言語を使用して、 プリンタ設定ステータスおよび構成
の設定と確認を行う ことができます。 プリンタにコマンドを送信するとき、 これら
の 3 つのプログラ ミング言語は、 別々のコマンド ・ ラインまたはファイルで使用し
て ください。 KR403 プリンタ向けの ZPL プログラ ミング ・ ガイ ドは、 現時点で、
1 つのマニュアルで 3 つの言語すべてに対応しています。 プリンタの開発 / 統合作業
を手早く行う上で役に立つ情報については、 KR403 ソフ トウェア ・ インテグレー
タ ・ ガイ ドを参照して ください。

• ZebraLink ( ファイル ) Firmware Downloader — このツールは、 ZBI プログラ ミング
機能の初期化やプリンタへのファイルのダウンロードに使用します。 ZBI により、
ソフ トウェア開発者は、 他のプログラ ミングのエミ ュレートやカスタム ・ コマンド
の作成できます。 プリンタ設定ワークステーシ ョ ンで使用すると、 設定ファイル、
ファームウェア ・ アップデート、 ファイル ( プログラ ミング、 グラフ ィ クス、 ロゴ、 
レシート ・ フォームなど ) を送信できます。 ZBI アクテ ィベーシ ョ ンを除くすべて
で、 代わりに、 フル機能 ZebraNet Bridge を使用します。

• ZebraNet Bridge — Zebra Net Bridge は、 ローカル / ネッ トワーク ・ ベースのプリン
タで使用するプリンタ保守ツールです。 KR403 プリンタは、 ローカル接続プリンタ
と してのみ管理できます (KR403 プリンタには、 イーサネッ ト ・ プリンタ ・ オプ
シ ョ ンがありません )。 この Windows アプリケーシ ョ ンは、 キオスクに導入する前
にプリンタの設定を行うワークステーシ ョ ンと して使用できる理想的なツールです。
このアプリケーシ ョ ンを使用すると、 設定の複製、 設定ファイルの送信、 ファーム
ウェアのアップデート、 ファイル ( プログラ ミング、 グラフ ィ クス、 ロゴ、 レシー
ト ・ フォームなど ) を送信できます。 リ リースの時点で、 KR403 Windows ド ライ
バーまたはセッ トアップ ・ ユーテ ィ リテ ィは、 ZebraNet Bridge の使用時には PC に
ロードできません。 アップデートについては、 ド ライバー / ローカル ・ プリンタ管理
との競合を取り除くため、 2010 年に行う予定です。
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フォン ト とプリンタ

KR403 プリンタは、 多様な内部フォン ト、 オンボード ・ フォン ト ・ スケーリング、 国際
フォン ト ・ セッ ト、 文字コード ・ ページのサポート、 Unicode サポート、 フォン トのダ
ウンロードなどによって、 言語とフォン トの要求をサポート します。

KR403 プリンタのフォン ト機能はプログラ ミング言語に依存しています。 ZPL プログラ
ミング言語は、 高度なフォン ト ・ マッピングおよびスケーリング技術を提供し、 アウト
ライン ・ フォン ト  (TrueType™ または OpenType™) と  Unicode 文字マッピング、 基本
的なビッ トマップ ・ フォン トや文字コードページをサポート します。 ZPL プログラ ミン
グ ・ ガイ ドでは、 フォン ト、 コードページ、 文字アクセス、 フォン ト ・ リス ト、 ZPL プ
ログラ ミング言語の制限について説明しています。 テキスト、 フォン ト、 文字のサポー
トの詳細ついては、 プリンタのプログラ ミング ・ ガイ ドを参照して ください。

KR403 プリンタには、 ZPL および EPL の両方のプログラ ミング言語とも、 プリンタへ
のフォン トのダウンロードをサポートするユーテ ィ リテ ィやアプリケーシ ョ ン ・ ソフ ト
ウェアが含まれています。

ご使用のプリンタのフォン トの識別

プリンタではフォン ト と メモリはプログラ ミング言語に共有されています。 KR403 プリ
ンタでは、 フォン ト を多くのメモリ領域にロードできます。 ZPL プログラ ミングは EPL 
と  ZPL のフォン ト を認識します。 フォン ト とプリンタ ・ メモリに関する詳細について
は、 各プログラマ ・ ガイ ドを参照して く ださい。

• ZPL 印字操作のためのフォン ト を管理しダウンロードするには、 ZebraNet Bridge を
使用します。

• KR403 プリンタにロード されたすべてのフォン ト を表示するには、 プリンタに ZPL 
コマンド  ^WD を送信します。 詳細については、 『ZPL プログラマ ・ ガイ ド』 を参照
して ください。

• さまざまなプリンタのメモリ領域のビッ トマップ ・ フォン トは、 ZPL の .FNT 
ファイル拡張子によって識別されます。

• スケーラブル ・ フォン トは、 ZPL の .TTF、 .TTE または .OTF ファイル拡張子で
識別されます。

• LMu.FNT から  LMz.FNT までの 6 つのフォン トは EPL ライン ・ モード ・ フォン
トで、 使用できません。

コードページを使用したプリンタのローカライズ

KR403 プリンタは、 一般的な国際文字マップ ・ コードページのローカライズをサポート
しています。

• Unicode を含む ZPL コードページのサポートについては、 ZPL プログラマ ・ ガイ ド
の ^CI コマンドを参照して ください。
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アジア系フォン ト とその他の大型のフォン ト

アジア系言語の表意文字などのフォン トには、 単一の言語コードページをサポートする
数千文字からなる大型の文字のセッ トがあります。 大型のアジア系文字のセッ ト をサ
ポートするために、 業界はラテン語を基礎とした言語文字で使用しているシングルバイ
ト文字 ( 最大 256) ではな く、 ダブルバイ ト  ( 最大 67840) 文字システムを採用し、 大型
の文字のセッ トに対応しています。 単一のフォン ト ・ セッ ト を使用する複数の言語に対
応するために、 Unicode が開発されました。 Unicode フォン トは、 1 つまたは複数の
コード ・ ポイン ト  ( これらをコードページ文字マップに関連させる ) をサポート し、 文
字マッピングの矛盾点を解決する標準方式でアクセスできます。 ZPL は Unicode をサ
ポート し、 いずれのプリンタ ・ プログラ ミング言語でも、 大型のピク トグラフ ・ ダブル
バイ ト文字を使用するアジア系フォン ト ・ セッ ト もサポート します。

アジア系言語のサポートには、 RTC およびフル ・ フラ ッシュ ・ メモリの工場オプシ ョ ン
で設定される KR403 プリンタによる追加のメモリ ・サポートが必要です。 ダウンロード
できるフォン ト数は、 常には使用されおらず使用可能なフラッシュ ・ メモリの量と、 ダ
ウンロードするフォン トのサイズに依存しています。

アジア系フォン トの取得

アジア系フォン ト ・ セッ トはユーザーまたはインテグレーターによってプリンタにダウ
ンロード されます。 フォン トはプリンタ とは別に購入できます。

• 中国語 ( 簡体字 ) および中国語 ( 繁体字 )

• 日本語 - JIS および Shift-JIS マッピング

• 韓国語

• タイ語

スタンド ・ アロン印字

KR403 プリンタは、 コンピュータに接続せずに動作するよう設定することができます。
プリンタには、 自動的に単一のレシート ・ フォームを実行する機能があります。 端末や
ウェ ッジ ・ デバイスを使用してラベル ・ フォームを呼出し、 1 つ以上のダウンロード済
みレシート ・ フォームにアクセスして実行することができます。 これらの方法のおかげ
で、 開発者はスキャナや重量スケールなどのデータ入力デバイスをシリアル ・ ポート を
介してプリンタに組み込むことができます。

レシート ・ フォーマッ トは、 以下のレシート をサポートするプリンタで作成し保存でき
ます。

• 端末またはウェ ッジ ・ デバイスを介して 1 つ以上のデータ変数が入力される。 最後
の変数データ ・ フ ィールドが入力された後にレシートが印刷される。

• レシート ・ フォームを実行するためのプログラ ミングを含むスキャニング ・ バー
コードによって呼び出される、 1 つ以上のレシート ・ フォーマッ ト。

• プロセス手順の次のレシート を実行するためのプログラ ミングを含むバーコードを
有する各レシート と ともに、 プロセス ・ チェーンと して動作するよう作成されたレ
シート ・ フォーム。
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プリンタは、 電源をオン / オフまたはリセッ ト した後に自動的に実行する特殊なレシー
ト ・ フォームをサポート しています。 ZPL は AUTOEXEC.ZPL という名のファイルを検
索します。 ファイルを完全に削除するには、 ファイルをプリンタから削除した後で、 リ
セッ トまたは電源のオン / オフを行う必要があります。
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4
接続

ケーブル接続とケーブル経路選択

ケーブルは必ずバラバラにならないようにまとめ、 可能であればロック ・ コネクタを使
用します。 キオスク ・ コンポーネン ト ・ サービスができるように考慮し、 電気ノイズ源
をな く します。

• ケーブルをすべて、 キオスク ・ シャシー、 またはプリンタ、 用紙経路、 用紙の近く
にある、 プリンタ取り付けハードウェアに く く り付けます。 オペレータは、 キオス
クの保守作業時に、 誤ってプリンタまたは他のキオスク ・ コンポーネン トの接続を
外すこともあり得ます。 プリンタや用紙の正常な動作が、 ケーブリングにより じゃ
まされないようにして く ださい。 オペレータがケーブリングに足を取られて重い用
紙を落としたりすると、 キオスクが破損したり、 オペレータが怪我をしたりするこ
とも考えられます。

• サービス ・ ループ － ケーブル ・ コネクタや回路基板に圧力がかからないように、
ケーブルには十分なたるみを持たせて ください。 また、 サービスを行うためにも、
プリンタ  ( またはそのキオスク ・ コンポーネン ト ) の接続を外せるように、 十分なた
るみが必要です。 クイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブの使用時には、 ケーブル ・ ロッ クにア
クセスするときに、 また、 プリンタをスライ ド させて引き出すときに、 必要な動き
ができるようにします。

• 以下の電気ノイズ源を避けて ください。 蛍光灯、 バラス ト、 電源、 ファン、 AC 電源
線、 CRT モニターなど。

• 電源ケーブルと通信ケーブルをまとめないようにします。 さもないと、 通信ポート
に疑似ノイズが発生したり、 エ ミ ッシ ョ ン ・ レベルが上がったり します。

大型ロール紙アダプタ ・ アクセサリ

大型ロール紙アダプタ ・ アクセサリは、 プリンタの前部を 10 cm 長く延ばします。 した
がって、 このアクセサリを使用する場合はケーブルの経路を変える必要があります。 詳
細については、 84 ページの 「大型ロール紙アダプタ とケーブル経路」 を参照して くださ
い。
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電源の取り付け

注意 • ぬれる恐れのあるエリアでは、 絶対にプリンタ と電源供給装置を稼動しないで く
ださい。 重大な身体傷害の原因になります！

KR403 プリンタには、 効率的に、 安全に、 また、 安全規則 / 準拠規則ガイド ラインに
従って操作するために、 特別の電源要件があります。 最高の性能を引き出すためには、
KR403 プリンタを操作する際には所定の電源を使用して ください。 詳細については、 76 
ページの 「プリンタ電源供給装置 – 808099-004」 を参照して ください。

KR403 プリンタで Zebra 製品以外の電源を使用する場合は、 以下の要件を満たす必要が
あります。

注記 • プリンタには、 統合型電源スイッチは付いていません。

表 4-11 • 電源出力特定

出力定格 24.0 ボルト。 2.92 アンペアおよび 2.5 アンペア、 
+5° ～ +40° C

電圧 24.0Vdc +5/-2% ( 初期許容差、 負荷なし )

電流 2.92 アンペアおよび最大 2.5 アンペア

印字時の出力要件 ( 最悪ケースの状況 )

最大出力 24.0Vdc x 2.92A = 70 ワッ ト標準

ピーク電力 (90VA Cin、 47Hz) 243W

出力変動率

電源変動率 AC 入力動作範囲で ±0.5%。

リプルと ノイズ 240mVpp at lout = 2.92 アンペア、 抵抗型負荷 
(4.7µF/50V セラ ミ ック ・ キャップ。 オン出力、 20MHz 
BW)

一時的負荷応答 < 5mS リカバリ、 40% ～ 80% 負荷変化

オーバーシュート、 パワーアップ パワーオン時またはパワーオフ時で最大 10%

オールドアップ ・ タイム 最小 20ms、 定格 DC 負荷、 120VAC/60Hz

過電圧 最大 +28V に出力制限。

ヒューズ あり

熱 許可、 不要

注 ：

短絡回路保護または過電流保護がアクテ ィブなとき、 電源は自動的にシャッ トダウンします。
障害を起こした状態が解消すると、 電源は自動的に再投入されます。

自動リカバリ ：

過電圧保護がアクテ ィブなとき、 電源はシャッ トダウンします。 電源は短絡から完全に保護さ
れており、 短絡の解消後ただちに自動的に復旧します。 復旧時の AC 入力電圧リサイクルは不要
です。
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DC 電源プラグの要件

KR403 プリンタは、 2 つのロック ・ ピン ・ コネクタを使用します。 対応コネクタは、
Tyco パーツ番号 1445022-2 です。 このコネクタの配線は、 電源要件を満たすために、
20AWG 絶縁配線 (UL タイプ 1007) にして ください。

静電気放電と地電流

プリンタは専用のアース接続を行う必要があります。 プリンタ操作で ESD 電流や地電流
の悪影響を受けないようにするには、 プリンタ ・ シャーシを保安用アースに 12 AWG 
アース線を介して適切に接続する必要があります。

アース線は以下のようにプリンタに接続する必要があります。

1. 8 番 Torx ド ライバーを使用して、 図に示されているねじ   を取り外します。

2. ケーブルつまみ  の付いた 12 AWG アース線をプリンタ ・ シャーシに取り付けま
す。

3. アース線の束のも う一方の端を保安用アース線に接続します。

図 4-12 • 電源プラグ

+24 VDC

グランド

図 4-13 • アース
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ホストへのプリンタの接続

KR403 プリンタには、 USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・ バス ) および RS232 シリアル ・
ポート ・ インターフェイスとイーサネッ ト ・ インターフェイスがあります。

注意 • インターフェイス ・ ケーブルを接続するときは、 キオスクをオフにしておきます。
通信ケーブルの接続または切断を行う ときは、 その前に電源コードが電源装置とプリン
タ後部の電源差し込みに挿入されていなければなりません。

注意 • このプリンタは、 完全にシールド されたデータ ・ ケーブルを使用すると、 FCC の
「規則と規制」 パート  15 のクラス B 装置に準拠しています。 シールド されていないケー
ブルを使用すると、 Class B の限度を超える不要輻射ノイズが放射されるおそれがあり
ます。

インターフェイス ・ ケーブルの必要要件

データ ・ ケーブルは、 完全シールド構造になっていて、 金属または金属化されたコネク
タ ・ シェルが付いていなければなりません。 シールド されたケーブルおよびコネクタに
は、 電気ノイズの輻射および受信を防止することが要求されます。

ケーブルにおける電気ノイズの影響を最小にするには ：

• ケーブルはできるだけ短くすること  (1.83m (6 フ ィート ) を推奨 )。

• データ ・ ケーブルと電源コードを束ねる際、 きつ く束ねないこと。

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤ導線に結び付けないこと。

• 蛍光灯や電源コンポーネン トは避けること。

USB インターフェイス必要要件

USB （ユニバーサル ・ シリアル ・ バス） （バージ ョ ン 2.0 準拠） は、 既存の PC ハード
ウェアと互換性のある高速インターフェイスを提供します。 USB の " プラグアンドプレ
イ " により、 インス トールは簡単です。 複数のプリンタが、 単一の USB ポート / ハブを
共有することができます。

また、 USB ケーブルにはホスト ・ コンピュータに最も近いケーブルの先端に配置する
フェライ トが含まれる必要があります。 これは、 ホスト ・ コンピュータからプリンタが
影響をうけることによって電気ノイズが発生するのを避けるためです。
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詳細については、 図 4-14 を参照して ください。 USB/ イーサネッ ト設定  では、 USB 
接続はイーサネッ ト接続の左側に配置されます。 USB/ シリアル設定  では、 USB 接
続はシリアル接続の右側に配置されます。

USB ケーブル ( プリンタに付属ではないもの ) を使用するときは、 ケーブルまたはケー
ブル ・パッケージに USB 2.0 への準拠を保証する 「認定 USB™」 のマークが付いている
ことを確認して ください。

下の図はプリンタの USB インターフェイスに必要なケーブル配線を表示したものです。

プリンタがサポートするオペレーテ ィング ・ システムおよび最新のドライバーのダウン
ロードに関しては、 次の Zebra プリンタ  Web サイ トにアクセスして く ださい。

http://www.zebra.com

図 4-14 • USB 接続

ピン 信号

1 Vbus - N/C

2 D-

3 D+

4 未接続

5 グランド

シェル シールド / 排電ワイヤ

ピン 1
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シリアル通信

詳細については、 図 4-15 を参照して ください。 使用ケーブルは、 一方の端に 9 本ピン
「D」 タイプ (DB-9P) オス ・ コネクタを装備している必要があります。 このコネクタをプ
リンタ後部のメス (DB-9S) シリアル ・ ポート   に差し込みます。 信号インターフェイ
ス ・ ケーブルのも う一つの端は、 ホスト ・ コンピュータのシリアル ・ ポートに接続しま
す。 特定のインターフェイス必要条件によって、 ヌル ・ モデム ( クロスオーバー ) ・ ケー
ブルになる可能性が高いです。

プリンタ とホス ト  ( 通常はコンピュータ ) の間のシリアル ・ ポート通信の設定は、 信頼
できる通信を可能にするものでなければなりません。 ビッ ト / 秒 ( データまたはボー ・
レート ) とフロー ・ コン ト ロールは、 変更される最も一般的な設定です。 ホス ト  ( 通常
は Windows PC) はデータ転送速度およびデータ ・ フロー ・ コン ト ロールをプリンタのデ
フォルトの通信方法に適合するよう変更する必要があります。

• ビッ ト / 秒 - 115K はプリンタのデフォルト ・ ボー ・ レート  ( ビッ ト / 秒 ) です。 これ
らが一致していない場合、 プリンタ とホス トは通信できません。

• フロー ・ コン ト ロール - ソフ トウェア フロー制御設定 Xon/Xoff を特徴としていま
す。 これらが一致しない場合でもプリンタは通信しますが、 信頼性はありません。

• データ ・ ビッ ト :8 — デフォルト  (Windows およびプリンタ )

• パリテ ィ : なし  — デフォルト  (Windows およびプリンタ )

• スト ップ ・ ビッ ト : どちらでもよい

図 4-15 • シリアル接続
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プリンタ とホス ト ・ コンピュータの間のシリアル通信は、 以下によって設定できます。

• 自動ボー同期機能

• ZPL プログラ ミング ^SC コマンド

• デフォルト ・ プリンタ設定によるプリンタの再設定

自動ボー

自動ボー同期機能により、 プリンタはホスト ・ コンピュータの通信パラメータ と自動的
に同期することができます。 自動同期するには ：

1. 緑色のステータス LED が 1 回、 2 回、 そして 3 回点滅するまでフ ィード ・ ボタンを
押し続けて ください。

2. ステータス LED が点滅している間に、 ^XA^XZ コマンド ・ シーケンスをプリンタに
送信します。

3. プリンタ とホス トが同期化されると、 LED が緑色の持続点灯に変わります。 ( 自動
ボー同期中は、 レシートは印字されません。 )

ZPL ^SC コマンド

通信設定 (^SC) コマンドを使って、 プリンタの通信設定を変更します。

1. プリンタ と同じ通信設定でホスト ・ コンピュータを設定したまま、 希望の設定にプ
リンタを変更する ^SC コマンドを送ります。

2. 新しいプリンタの設定と一致するように、 ホスト ・ コンピュータの設定を変更しま
す。

このコマンドの詳細については、 ソフ トウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド  
(P1026208) を参照して く ださい。

デフォルト ・ シリアル ・ ポート ・ パラ メータの再設定

プリンタの通信パラメータを工場出荷時のデフォルトにリセッ トするには以下を実行し
ます ( シリアル通信設定は、 115k ボー、 8 ビッ ト ・ ワード長、 パリテ ィ ??、 1 スト ッ
プ ・ ビッ ト、 XON/XOFF データ ・ フロー ・ コン ト ロールです )。

1. 緑色のステータス LED が 1 回点滅し、 少し間があってから  2 回点滅し、 さらに少し
間があってから  3 回点滅するまで、 フ ィード ・ ボタンを押し続けます (3 回目でただ
ちにフ ィード ・ ボタンを放します )。

2. ステータス LED が琥珀色と緑色に高速で点滅しているときに、 フ ィード ・ ボ
タンを押します。 プリンタ とホス ト ・ コンピュータの間のシリアル通信は、 ZPL 
^SC コマンドで設定することができます。
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イーサネッ ト ・ インターフェイス

詳細については、 図 4-16 を参照して ください。 USB/ イーサネッ ト  KR403 は、 メイン ・
ロジック ・ ボード   に常駐する RJ45 イーサネッ ト接続が含まれます。 CAT5、
CAT5e、 および CAT6 ケーブルと互換性があります。 ケーブルはプリンタに付属してい
ません。 インテグレータに 802.3 準拠のケーブルが付属しているはずです。

プリンタ との通信

完全なキオスク印字ソリューシ ョ ンを使用し始める最も簡単な方法は、 Zebra Designer 
Windows ド ライバーを PC ベースのシステムで利用することです。 ド ライバーがロード
されていると、 キオスク ・ プリン ト ・ システムのテスト、 プリンタの設定、 プログラ ミ
ング ・ コマンドの送信、 Windows アプリケーシ ョ ンを使用したプリンタへの直接印字、
ファイルのダウンロード  ( フォン ト、 グラフ ィ クス、 ロゴ、 アップデート ・ ファーム
ウェアなど ) を行う ことができます。 Zebra Designer ド ライバーは、 無料の Zebra アプ
リケーシ ョ ン ・ ソフ トウェア ・ セッ ト を直接使って、 レシートの設計や作成 (Zebra 
Designer)、 ローカル側での 1 台以上のプリンタの管理を行えます。 詳細については、
Zebra Web サイ ト  www.zebra.com をご覧く ださい。

Zebra セッ トアップ ・ ユーテ ィ リテ ィ を使用して、 ド ライバーをロード し、 プリンタを
設定します。 オペレーテ ィング ・ システムが自動的に 「新しいハードウェアの追加」
ウィザードを起動したら、 ウィザードを閉じてド ライバーのインストールを続行します。

USB プリンタの検出と  Windows ® オペレーティング ・ システム

Windows XP、 Windows Vista および Windows 7、 Windows Server 2003、 および 
Windows Server 2008 オペレーティング ・ システムは、 Zebra セッ トアップ ・ ユーテ ィ
リテ ィまたは ZD (Zebra Designer) Windows ド ライバーの使用時に、 このプリンタでの 
USB ポート通信をサポート します。

図 4-16 • イーサネッ ト接続

http://www.zebra.com
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これらのオペレーティング ・ システムは、 USB インターフェイスを介して接続される
と、 自動的にプリンタを検出します。 オペレーテ ィング ・ システムは、 プリンタを初め
てコンピュータに接続すると、 自動的に 「新しいハードウェアの追加」 ウィザードを起
動します。 プリンタを閉じます。 以下のウィザードに従って、 プリンタをインストール
します。 最新のドライバーについては、 www.zebra.com をご覧ください。 USB を選択
し、 次に用紙サイズ ( 最も近いもの ) を選択します。 「テス ト ・ ページの印字」 ボタンを
クリ ッ クし、 インス トールが正常に行われたことを確認します。

USB インターフェイスに再接続された場合、 またはコンピュータ側でオペレーテ ィン
グ ・ システムの再起動を終えた後で電源がオンにされた場合は、 Windows オペレーテ ィ
ング ・ システムは、 以前にインストールされたプリンタを検出して再リンクします。 新
規デバイス検出の警告を無視して、 タスク ・ バーのプロンプ ト を閉じます。 オペレー
テ ィング ・ システムがプリンタ と ド ライバー ・ ソフ トウェアの照合を終えるまで、 数秒
間待ちます。 警告が消え、 これでプリンタは印字開始可能になります。

シリアル ・ ポート と  Windows® オペレーティング ・ システム

シリアル ・ ポート通信についての Windows オペレーティング ・ システムのデフォルト設
定は、 プリンタのデフォルト設定とほとんど合致していますが、 データ ・ ボー ・ レート
とフロー ・ コン ト ロール設定だけが異なります。 Windows デフォルト ・ データ ・ ボー ・
レート  ( ビッ ト / 秒 ) 設定は 9600 です。 KR403 プリンタでは、 データ ・ボー ・ レート を 
115k に設定する必要があります。 Windows デフォルト ・ データ ・ フロー ・ コン ト ロー
ル設定は NONE ( なし ) です。 KR403 プリンタでは、 データ ・ フロー ・ コン ト ロールを 
Software ( ソフ トウェア ) に設定する必要があります。

注記 • 現在の時点では KR403 プリンタは、 Windows シリアル ・ ポート ・ プラグ ・ アン
ド ・ プレイ  (PnP) デバイス検出機能をサポート していません。

イーサネッ ト ・ ポート と  Windows® オペレーティング ・ システム

Windows XP、 Windows Vista および Windows 7、 Windows Server 2003、 および 
Windows Server 2008 オペレーティング ・ システムは、 Zebra セッ トアップ ・ ユーテ ィ
リテ ィまたは ZD (Zebra Designer) Windows ド ライバーの使用時に、 このプリンタでの
イーサネッ ト ・ ポート通信をサポート します。

http://www.zebra.com
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5
用紙

ユーザー独自の用紙ディスペンス ・ システムの設計

プリンタ操作と高品質印字にとって、 用紙をプリンタにきちんとディスペンスすること
が重要です。 用紙 ( ロールまたは折り畳み ) には、 ド ラッグやバインドを最小に抑えた、
円滑で滞りのない流れが必要です。 理想的には、 用紙のディスペンスと格納を行うク
リーンでクールな環境であるべきです。 プリンタへの用紙セッ トやディスペンスについ
ては、 キオスク筐体や内部コンポーネン トに阻害やアクセス制限を与えるものであって
はなりません。

• プリンタに投入される用紙は、 プリンタの中央に位置調整する必要があります。

• プリンタ とロール紙は、 ロールの片側にド ラ ッグしないように、 また、 レシートの
エッジに破損が生じないように等位になる必要があります。 さもないと、 ジャムを
引き起こしたり、 最悪のケースではプリンタが停止したり します。

• 用紙は、 ケーブル類、 キオスク ・ ウォール、 コンポーネン ト、 排気ファン ( 埃と熱
)、 ヒートシンクなどに触れたり、 かかったり してはなりません。

• 用紙は、 キオスク内ですぐに手が届き、 見つけやすい場所にある必要があります。
用紙セッ トやプリンタ修理を行う際に、 オペレータが腰をかがめたり、 腕をキオス
ク内の遠くにのばさないとならないような環境は避けて ください。

• オプシ ョ ンの用紙スト レージ － キオスクに用紙を保管するところは、 キオスク筐体
の残りの部分と切り離され、 キオスク ・ コンポーネン トの熱、 湿気を遮断でき、 キ
オスクの近く で使用される薬品蒸気も浄化できる、 暗く て涼しいエリアにして くだ
さい。

ロール紙サポートの設計

優れたロール紙サポートに必要な設計要素は以下のとおりです。

• 単純な設計により、 固定されていない部品がないので部品の置き忘れ、 取り付け間
違いがありません、 また、 誤作業や不注意な作業が行われた時にオペレータが用紙
をキオスク内に落としたり しないようにするための特殊な技術も不要です。
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• ド ラ ッグを最小限に抑える。 ワイヤ、 ケーブル、 バーなどをロール ・ ホルダーとし
て使用しないこと  － さもないと、 これらはすべて、 ロール紙が停止 / 開始し、 前後
に揺れる原因になります。 半径が狭いロール ・ サポートの場合、 こ う した動きは多
少抑えられます。 一部の用紙ベンダーでは、 継ぎ目が発生する可能性のある、 ファ
イバーボード製のロール巻芯を使っています。 KR403 ロール ・ サポート ・ アクセサ
リでは、 用紙接触面が最小に抑えられています ( 外側エッジとのみ接触 )。 また、 半
径も十分あるため、継ぎ目の発生を抑えられます (68 ページの 「ロール・サポート – 
P1014124」 を参照 )。 ロールを大き くすると  ( 質量が増える )、 ド ラ ッグに対する影
響も大き く なります。

• ロール ・ サポート ・ エリアの設計時には、 用紙をセッ トするアクセス空間を十分に
取って ください。 ロール ・ サポート上で揺れるロールの分として、 また、 用紙を
セッ トする際に用紙を持つ両手の分として、 さらに余裕を取って ください。

用紙ガイ ドの設計

用紙ガイドには、 最小半径 10 mm が必要です。 表面は、 スムーズでなければなりませ
ん。 また、 用紙のエッジに触れてはなりなせん ( ド ラ ッグや破損の原因になります )。 用
紙は、 半径表面にのみ触れるものとし、 使用される可能性のある ( フルまたはほぼ空白 ) 
すべてのロール ・ サイズの半径のエッジに触れてはなりません。 ロールのサイズと、 用
紙ガイド との接触の説明については、 75 ページの 「ウォール取り付けロール ・ ホルダー 
– P1014123」 および 70 ページの 「汎用ロール ・ ホルダー – P1014125」 の側面図を参照
して ください。

折り畳み用紙の設計

折り畳み用紙には、 固有の問題があります。 エッジが四角いため、 引っかかったり、 ス
タ ックが他のコンポーネン トやケーブル類に落ちたりすることがあります。

用紙がまっすぐ上に引き上げられない場合に折り畳み用紙を保持する ト レーを用意しま
す。 実際の用紙を使って、 常時、 テス トおよび観察して ください。 折り畳み用紙は、 不
規則に開いて、 スタ ックの初めと終わりでは動きが異なる場合があります。

ト レイは、 用紙のスタ ック全体の高さより多少高めに設定します。 折り畳み用紙ト レイ
は、 用紙の重なりを崩さないようにする必要があります。 また、 用紙が絶対にキオスク
に引っ張り込まれないようにします。

用紙ガイドの使用時に、 ガイ ドは、 理想的には、 用紙ガイ ドから用紙スタ ックまでの長
さの 2 倍とし、 スタ ックの中央に位置揃えします。 そうすることで、 用紙は完全に開く
ため、 他のコンポーネン トにバインド したり、 レシートやチケッ ト を重複して印字する
可能性を最小に抑えることができます。
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基本的用紙マウン トの諸注意

KR403 プリンタに          は、 ロール紙または折り畳み用紙から用紙をディスペンスする際に、
2、 3 の基本的要件があります。 KR403 プリンタで使用する用紙は、 熱に反応するよう
に化学的に処理された感熱用紙に限られています。 これらの基本的諸注意には、 以下が
あります。

• プリンタに合わせて用紙の位置を揃える - 最高のイメージ品質を実現し、 用紙の破
損を防ぐため、 ロール用紙や折り畳み用紙スタ ックの中央線をプリンタの中央に合
わせて揃えます。 印字時には、 必ず用紙ガイ ドを使用して ください！

• キオスク内で用紙が接触するのは用紙マウン ト とプリンタのみ - 用紙は、 用紙ガイ
ド、 折り畳み用紙トレイ以外には、 ケーブル類、 他のキオスク ・ コンポーネン ト、
その他いずれの表面にも接触してはなりません。

• 用紙に風を当てない - 埃、 エアゾール中の化学物質 ( アンモニアなどの洗浄液 )、 他
のキオスク ・ コンポーネン トや電源からの排気熱を避けるため、 キオスクの用紙領
域に風は禁物です。

• 直射日光、 白熱照明や赤外線照明、 熱源 - これらの光源は、 キオスク ・ ベン トや他
のキオスク ・ コンポーネン トから出ているものもあります。 白熱電球やヒート ・ シ
ンクは、 プリンタ、 用紙、 用紙スト レージ領域などの近くにあってはならない 熱源
の例です。

• 用紙のディスペンスは円滑かつ無理な く行われること  - ロール紙は、 まった く ド
ラ ッグせず ( またはほとんどド ラ ッグせず ) に回転できることが必要で、 用紙がひっ
かかったり停止することな く プリンタが滑らかに進める必要があります。 ロール紙
のサイズや重さが大き く なればなるほど、 こ う した問題に影響されやすく なります。
ロールとロール ・ ホルダーとの接触をを最小限に抑え、 とげとげしい接触面を避け
ます。 折り畳み用紙については、 用紙が開き、 用紙ガイド面や切り取り線や側面で
止まらないように、 十分な空間を持たせる必要があります。 プリンタへの用紙ディ
スペンスが円滑でなかったり、 よどみがある場合には、 プリンタで印字のゆがみ (
印字の偏り、 寸足らずのレシートなど )、 モーターの停止、 ジャムなどが発生するこ
とがあります。
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用紙の供給方法

KR403 プリンタでは、 2 つの基本的用紙供給方法である、 外巻きロール ・ マウン ト とス
タ ック式折り畳みレシート用紙がサポート されます。 用紙印字面は、 プリンタの 「上部」
の方向を向き、 プリンタ本体と反対向きになります。

用紙投入口

KR403 プリンタは、 幅広の投入口があるため、 広範な用紙マウン ト位置をサポート しま
す。 用紙は、 カスタム用紙ガイ ド、 プリンタ ・ ロール、 マウン ト ・ アクセサリ ・ キッ ト
などを追加することで、 直接的または間接的にプリンタに投入することができます。

図 5-17 • 用紙の供給

プリンタの上部
( 任意の向き ) 印字面

印字面

図 5-18 • 用紙投入口

25°

59°
サイド ・ パネルで切り離し

用紙挿入

プリンタ電源やケーブル類向けの
最小整理領域



47用紙
基本的用紙マウン トの諸注意

2010/9/24 KR403 ハードウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド P1016701-071 改訂 B

直接用紙投入 ( 用紙ガイド との接触角度 ) — ( ここでは非表示 ) 用紙の消費に伴って変化
します。

図 5-19 • 用紙投入口

プリンタ電源やケーブル類向けの
最小クリアランス領域

この領域は、 用紙や折り畳みがケーブル類、 プリンタ本体、 キオスク ・ シャシーの
継ぎ目などに引っかからないように、 物理的に連続したバリアにします。
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マウン トの向き

プリンタには、 水平と垂直の 2 つの基本的なキオスク操作モード と向きがあります。 .

プリンタで垂直向きまたは水平向き ( 名目的 ) に操作できる最大角度は、 環境条件、 お
よび使用されている用紙によって異なります。

• 操作に影響を及ぼすことがある環境条件には、 以下があります。 湿気 ( および温度
)、 キオスク内の空気の循環、 隣接のキオスク ・ コンポーネン ト / 表面の静電気の蓄
積など。

• 以下のような用紙に関する諸注意があります。 レシートの長さ、 レシート設計にお
けるレシートの部分カッ ト、 ロール用紙の端の用紙の湾曲、 用紙の厚さや重さ、 折
り畳み用紙やレシート用紙のミシン目など。

• プリンタのマウン トに影響を与える、 他の諸注意には、 以下があります。 用紙マウ
ン ト、 用紙経路、 用紙アクセス、 プリンタ保守、 ケーブル接続など。

図 5-20 • マウン トの向き

受け入れられる 操作検証 受け入れられない

垂直方向水平方向

水平方向 垂直方向
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重要な関心領域としては、 水平操作の 「ループ領域」 と 「ゴ ミ箱」、 垂直操作の 「レシー
ト提示スト レージ」、 「ゴ ミ箱」、 開いた 「ループ領域」 ( ループなし ) などがあります。
これらの 2 つの領域には、 キオスク内部の設計時に特に注意を払う必要があります。 プ
リンタには、 印字済みレシート を顧客に提示する前に格納するための空間が必要です。
レシートが長く なればなるほど、 広い領域が必要になります。 垂直向きまたは水平向き  
( 名目的 ) 以外の角度でプリンタをマウン トするときは、 理想的には、 キオスクで使用す
る用紙を選択し、 オンサイ トで操作する際の環境条件で、 レシート印字操作のシミ ュ
レーシ ョ ンも観察します。

レシートの先端を用紙ドライブ ・ ローラーの投入にガイドする際に小型のロール紙アダ
プタ ・ アクセサリを使用する場合は、 KR403 マウン トの汎用性がさらに高まります。 こ
れによって、 プリンタは、 以下に示すように、 さらに広範なマウン ト向きで装着するこ
とができるようになります。

図 5-21 • 小型の巻芯用紙アダプタ

水平方向 垂直方向
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用紙ガイド  - 必要なアクセサリ

プリンタが正常に動作するようにするには、 最低限、 下記の 4 つの用紙ガイ ドのうち、
少な く とも  1 つを注文して取り付ける必要があります。

KR403 プリンタについては、 4 つの用紙ガイ ドすべてが含まれているプリンタ評価用
キッ ト をご利用ください。

用紙ガイ ドの装着

用紙ガイドは、 プリンタを 4 つの一般ロール用紙幅である 58、 60、 80、 または 82.5 
mm のいずれかに設定します。 プリンタは、 装着されている用紙ガイ ドを検知し、 デ
フォルト印字幅を自動的に狭幅 (58 または 60 mm) もし くは広幅 (80 または 82.5 mm) に
調整します。 プリンタは、 用紙ガイド未装着の状態で供給されます。

注意 • 作業を進める前に、 必ずプリンタを電源から外して ください。 プリンタをキオス
クに装着したら、 キオスクの電源はすべてオフにして ください。 これは、 プリンタ内や
電源が投入されている他のコンポーネン ト内にねじや用紙ガイド ・ ブラケッ ト を誤って
落とさないようにするための措置です。 ねじやブラケッ トが落ちると、 跳ねて、 プリン
タに隣接、 またはプリンタの下に取り付けられているキオスク ・ コンポーネン トに入り
込むことがあります。

1. ご利用のアプリケーシ ョ ンで使用する用紙の幅に一致する用紙ガイ ドを選択します。
用紙ガイドねじを緩めるか、 または外します ( 該当する場合 )。

注記 • 用紙ガイドは別注文です。 KR403 対応のすべての用紙投入ガイドが含まれている
のは、 KR403 デモ ・ キッ ト  (P1021954) のみです。

2. 緑色の印字ヘッ ド ・ リ リース ・ プッシュバーをプリンタの後方に押し戻して、 印字
ヘッ ドを開き、 印字ヘッ ドを持ち上げます。

図 5-22 • 用紙ガイド

幅 (mm) パーツ番号 幅 (mm) パーツ番号

58 09170-058-3 80 09170-080-3

60 09170-060-3 82.5 09170-082-3
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3. 用紙ガイドを印字ヘッ ドの下に挿入します。 用紙ガイドの T 字状のタブを 「T」 状の
穴に挿入し、 前方にスライ ド させてから、 ねじを締めます。 ねじは、 工場で事前に
プリンタに装着されています。 万一ねじを破損したり失く した場合に備えて、 用紙
ガイ ドのバッグに予備のねじが 1 本入っています。 たいていの場合、 設置に当たっ
ては付属のねじを緩めるだけで済みます。

4. 印字ヘッ ドを閉じます。 プッシュバーを押し下げて、 印字ヘッ ドを確実にラッチし
て閉じます。

5. 必要に応じて、 プリンタの電源をも う一度接続します。

図 5-23 • 用紙ガイドの取り付け
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感熱性の用紙のタイプの特定

KR403 プリンタでは、 感熱用紙 ( リボン無し ) を使用します。 感熱用紙の印字面は化学
的に処理されており、 熱が加えられた領域を熱を使って黒く  ( 感光 ) します。 熱転写用
紙や通常の非処理表紙に印字する場合はリボンが必要です。 一方、 感熱用紙ではリボン
は不要です。 使用している用紙の種類や、 用紙の印字面を判別するには、 用紙のスク
ラッチ ・ テス ト を行います。

1. 用紙の印字面を指の爪でまたはペンのキャップでこすります。 強く押しながら、 素
早く用紙の印字面上を引っ掻く ようにします。 感熱用紙は熱を加えられると化学的
に処理 ( 感光 ) され印字されます。 このテスト方法では、 用紙を感光させるのに摩擦
熱を使用しています。

2. 用紙に黒マークが現れるかどうか確認します。

KR403 プリンタでは、 外巻きロール紙または折り畳み用紙のみを使用します。 印字面
は、 プリンタの中央と反対向きになります。 黒マーク付き用紙

黒マーク付き ... 用紙のタイプ

用紙に現れていない 熱転写用紙です。 リボンやインクが必要です。
KR403 を使用する場合はサポート されていませ
ん。

用紙の外側に現れている。 感熱用紙です。 リボンやインクは不要です。
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黒マーク用紙の必要要件

プリンタは高感度な IR インクで印刷された黒マークを検出し、 IR ブラインド ・ インク
での事前印刷を無視するように最適化されます。

80 mm および 82.5 mm 用紙の場合、 レシートのイメージ化される側を表示する際の用
紙中心部から右側 30 mm のところが黒マークの中心となり、 印刷方向は下側になりま
す。 58 および 60 mm 用紙の場合、 レシートのイメージ化される側を表示する際の用紙
中心部から左側に 22 mm のところが黒マークの中心となり、 印刷方向は下側になりま
す。

プリンタは、 黒マークがセンサーの中心にある場合に、 印刷方向に 2.5 ～ 9.0 mm の厚
さの黒マーク、 および 5.0 ～ 10.0 mm の幅がある用紙をサポート します。

下の図で、 「印刷しないゾーン」 とは、 印刷すべきマークがない場合 ( センサーのための
黒マーク以外 ) の用紙の裏側の領域のことをいいます。

目打ちと黒マークが両方ある用紙の場合、 目打ちは黒マークの中央に位置している必要
があります。 デフォルトでは、 プリンタは黒マークの中央で用紙をカッ ト します。

寸法 58 および 60 mm 幅 80 および 82.5 mm 幅

22 mm 30 mm

2.5 mm ～ 9.0 mm 2.5mm ～ 9.0mm

5.0mm ～ 10.0mm 5.0mm ～ 10.0mm

92mm ～ 600mm 92mm ～ 600mm

カッ ト ・
ライン

印刷しな
いゾーン

フ ィード
方向

フ ィード
方向

58 および 60 mm
用紙幅

80 および 82.5mm の
用紙幅

印刷される側から示した例表示されている黒マークは
反対側にあります。
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ロール紙の使用準備

1. 図に示すようにロールの方向を定めます。

2. 新しいロールから用紙 1 回転分を切り取ります。

注意 • この処理は重要です。 用紙の外端は通常、 接着剤やテープなどでロールに貼り付
けられているためです。 外端を切り取らないと、 用紙がジャムしたり、 場合によっては
印字ヘッ ドが損傷したりするおそれもあります。

図 5-24 • ロール紙の向き

図 5-25 • 1 回転分の用紙を切り取る
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3. 用紙セッ トのプロセスは、 エッジを直角に、 まっすぐになるようにカッ トすれば申
し分ありません。 用紙を適切な角度でカッ ト します。

用紙が直角にカッ ト されず、 また、 オペレータがエッジをまっすぐにカッ トまたは
引き裂く ことができない場合、 プリンタは用紙をセッ トできな く なったり、 場合に
よっては用紙がジャムするおそれもあります。 用紙は、 センサーが用紙を検出しな
いうちは、 プラテン ・ ローラーに接触しないようにして く ださい。 プラテン ・ ロー
ラーと用紙センサーの距離は、 約 10 mm (0.39 インチ ) です。

重要  広幅用紙センサー (88 と  82.5 mm) およびプリンタの電源コネクタは共に、 プリン
タの後方から見て、 プリンタの右側にあります。 狭幅用紙 (58 と  60 mm) 向けの用紙セ
ンサーは、 プリンタの後方から用紙投入スロッ ト を見て、 左側にあります。

図 5-26 • 自動用紙セッ トに適切な用紙のエッジ

85°  95° 

自動用紙セッ ト 広幅用紙の
自動セッ ト

狭幅用紙の
自動セッ ト

自動用紙セッ ト

自動セッ トの失敗
用紙接触で
用紙の検知
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自動用紙セッ ト

プリンタは、 プリンタの前部にある空の用紙投入スロッ トに挿入された用紙を検知する
ように設計されています。 プリンタは、 用紙の先端が用紙センサーを通過するときに、
プラテン ( ド ライブ ) ローラーを回し始めます。

1. プリンタ前部の用紙投入口に用紙を差し込みます。

これで、 プリンタは、 プリン ト ・ バッファにある空白のレシート、 または最後のプ
リン ト ・ ジ ョ ブのプリン トアウト をフ ィード、 カッ ト して排出し、 続いて、 自動的
にレディ状態 ( ステータス ・ インジケータは緑色の持続点灯 ) になります。

図 5-27 • 自動用紙セッ ト

プレゼンタへの
用紙フ ィード

用紙挿入

用紙の提示

提示された用紙を取
り除き、 印字または

用紙フ ィード

用紙カッ ト
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手動による用紙のセッ ト

手動による用紙セッ トは、 印字ヘッ ド ・ ク リーニング、 用紙ジャムの除去など、 メンテ
ナンス操作向けです。 自動用紙セッ ト手順 (56 ページ ) に従って、 通常の操作で用紙を
セッ ト して く ださい。

1. 印字ヘッ ドを開きます。

2. プリンタの前部から、 開いている印字ヘッ ドの下に用紙を挿入します。 用紙を引っ
ぱって、 カッ ターとプラテン ( ド ライブ ) ・ ローラーに通します。

3. 印字ヘッ ドを閉じます。 プッシュバーを押し下げて、 印字ヘッ ドを確実にラッチし
て閉じます。

4. フ ィード ・ ボタンを 1 回押して、 プリンタのポーズ ・ モードを取り消します ( ステー
タス ・ インジケータは緑色のダブル点滅 )。 プリンタは、 用紙を 70 mm フ ィード し
てから、 用紙をカッ ト します。 レシートの切れ端は廃棄して ください。

も う一度 FEED ( フ ィード ) を押すと、 目的のイメージが適切な用紙サイズに再印字
されます。

図 5-28 • 手動による用紙のセッ ト
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用紙ジャムの復旧

用紙ジャムが発生した場合は、 以下の手順に従って ください。

1. プリンタの前部で用紙をカッ トまたは引き裂きます。

2. 印字ヘッ ドを開きます。

3. 損なわれた用紙を取り除いて廃棄します。

4. 印字ヘッドを閉じ、 自動用紙セット方法を使って用紙を再セットします (56 ページ )。

図 5-29 • 用紙ジャムの復旧
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テスト ・ レシートの印字

プリンタをコンピュータに接続する前に、 プリンタが正常に作動していることを確かめ
ます。

これはテスト  ( プリンタ設定 ) レシート を印字する
ことで確認できます。

1. 用紙が正常にセッ ト されており、 印字ヘッ ドが
閉じてレディ状態であることを確かめて くださ
い。 プリンタがオンになっていない場合は、 オ
ンにして ください。 プリンタのステータス ・ ラ
ンプが緑に点滅している場合 ( 一時停止モード
) は、 フ ィード ・ ボタンを 1 回押して、 プリン
タをレディ  （印字可能） ・ モードに設定しま
す。

2. フ ィード ・ ボタンを 2 ～ 3 回押してレシート を
印字、 提示させて取り除き、 インス トールされ
ている用紙のキャリブレート をプリンタで行い
ます。 用紙キャリブレートの調整 ( 自動プリン
タ機能 ) が必要な場合、 プリンタは、 このプロ
セスの間に、 数枚のレシート を余分にフ ィード
することがあります。

3. ステータス ・ ランプが緑色に持続点灯している
場合は、 ステータス ・ ランプが 1 回点滅するま
でフ ィード ・ ボタンを押し続けて ください。

4. フ ィード ・ ボタンを放して ください。 プリンタ
設定レシートが印字されます ( 以下の例 ) 。

設定ステータス ・ レシートは、 ステータス情報のす
べてを印字するだけのスペースがレシートにない場
合、 2 枚以上の複数のレシートに印字されます。

図 5-30 • テスト ・ レシート
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6
アクセサリ

アクセサリの概要

KR403 プリンタには、 プリンタでの作業用に設計およびテスト された幅広いアクセサリ
が用意されています。 アクセサリは、 単独でも、 他のプリンタ ・ アクセサリ と組み合わ
せても、 ユーザー独自のプリンタ統合設計の一部としても使用することができます。 本
書がリ リースされた時点でご使用のプリンタ向けに利用できるアクセサリは、 以下のと
おりです。

• ノズル ・ ベゼル — ATM ( 非同期転送モード ) マシンや他のキオスクで使用され
る、 一般のクレジッ ト カード投入ベゼルの様式に合わせた半透明の用紙排出ベゼ
ル。

• シャッ ター ・ ベゼル - シャッ ター ・ ベゼルは、 キオスクのユーザーが簡単に異物
を挿入したり、 埃が入ったり しないように、 また、 プリンタからの用紙の排出を
検知するプリンタの機能が外部の光源で阻害されないようにするために設計され
た軽量のドアです。

• 小型の巻芯ロール紙アダプタ  － 用紙を装着したローラーの投入口にレシートの
先端をガイ ド します。 ロール紙内径 25 mm 未満 ( 一般に、 PO 用紙 ) を使用で
き、 また、 指定のマウン ト向きにおけるプリンタの操作範囲を拡張します 
(48 ページの 「マウン トの向き」 参照 )。

• クイック ・ フ ィ ッ ト ・ プリンタ ・ マウン ト  － KR403 マウン ト ・ アクセサリで、
または、 ユーザー独自の設計で使用できるクイック ・ プリンタ ・ リ リース ・ マウ
ン ト ・ システムです。 サービス技術者は、 交換または修理を行うには、 板ばね (
ラ ッチ ) を引き、 プリンタをアンロックして、 手早く スライ ド させて引き出すこ
とができます。 部品については、 以下を別々に注文できます。

• クイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブ － フランジ ・ ハブとプリンタ取り付けねじ。

• 板ばねリテーナ － スプリングと  M3 x 3 mm ねじ  (2 本 )

• ロール ・ サポート  － 最小の摩擦を実現してロール紙の自動中央揃えを行う、 耐
久性のあるロール ・ サポート ・ ブラケッ ト。
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• ロール紙不足センサー － ロール ・ サポート ・ アクセサリや他の KR403 プリン
タ ・ マウン ト ・ アクセサリにマウン ト し、 プリンタの後部に直接接続する光学式
センサー。

• 汎用ロール ・ ホルダー － この汎用マウン ト ・ アクセサリは、 3 つのロール位置
をサポート し、 プリンタの片側のどちらにもマウン トできます。

• プリンタ取り付けプレート  ( プリンタの下に取り付けるロール ・ ホルダー向け ) 
－ この取り付けプレート ・ アセンブリは、 ロールが低い位置またはホルダの真
下位置にあるときに、 汎用ロール ・ ホルダー ・ アクセサリ と併せて使用するもの
です。 大型の 250 mm 直径ロールの使用時に、 プリンタの性能を最適化する慣
性緩衝スプリング ・ ローラーが含まれています。

• ウォール取り付けロール ・ ホルダー － ウォール取り付けは、 最大ロール紙直径 
150 mm をサポート します。 ウォール取り付けロール ・ ホルダーは、 プリンタ ・
フラ ッシュの正面でキオスク ・ ウォールに取り付けます。

• プリンタ電源供給装置 (70 ワッ ト ) － このプリンタ ・ アクセサリは、 サーマル ・
プリンタ、 特に、 KR403 プリンタ との併用に向けて最適化されています。 大半
の国際安全規格や準拠規格を満たすか上回るように設計およびテスト済みです。
プリンタおよびこの電源の安全性および準拠情報の詳細については、Zebra Web 
サイ トにアクセスして参照して く ださい。 www.zebra.com

• USB ケーブル – このアクセサリは、 2824 Plus プリンタで使用するために十分
なテスト を行っています。

• 大型のロール紙アダプタおよび取り付けプレート  - フ ィード ・ モーターによる過
度な牽引力を避けるために大型 (200 mm) のロール用紙を使用する場合に、 プリ
ンタで使用するように設計されてます。

http//:www.zebra.com
http//:www.zebra.com


63アクセサリ
ノズル ・ ベゼル – P1011185

2010/9/24 KR403 ハードウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド P1016701-071 改訂 B

ノズル ・ ベゼル – P1011185

ノズル ・ ベゼルは装飾的なアクセサリ と して使用されているだけではな く、 お客様が知
らず知らずのうちにプリンタに支払いカードを挿入してしまい、 それによってプリンタ
とお客様の支払いカードを破損させることがないようにすることにも役立っています。

ノズル ・ ベゼルは 2 つの 2.5 mm の 6 角ねじを使用して、 プリンタの前面 ( 用紙排出の
ところ ) に取り付けられます。

ノズル ・ ベゼル ・ キッ トには、 キッ トごとにねじと  10 のベゼルが付属しています。

用紙排出
水平マウン ト

用紙排出
垂直マウン ト
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ノズル ・ ベゼル ・ マウン トの寸法
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シャッ ター ・ ベゼル – 104591

垂直マウン ト向きのみをサポート します。

シャ ッ ター ・ マウン トの寸法

100.5 mm

47
 m

m
48

 m
m

99 mm
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小型の巻芯用紙アダプタ  – G105156

レシートの先端を用紙ドライブ ・ ローラーの投入口にガイ ドする際に小型のロール紙ア
ダプタ ・ アクセサリを使用する場合には、 KR403 マウン トの汎用性はさらに高まりま
す。 そうなれば、 プリンタは、 以下に示すように、 さらに広範なマウン ト向きで装着す
ることができるようになります。

小型の巻芯ロール紙アダプタ ・ アクセサリは、 きちんと巻かれたロール紙の終わりに発
生するページの湾曲を避けるために使用されます。 用紙をプレゼンタにフ ィードするた
めに用紙を正しい位置に保つために使用されます。
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クイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブ – 103939

クイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブ  は、 厚さ  1.5 mm のシート ・ メ タル面に取り付けるとき
に、 プリンタの取り付け穴を使用するように設定されています。 詳細については、
19 ページの 「ユーザー独自の取り付けの設定」 を参照して ください。

クイ ッ ク ・ フ ィ ッ ト板ばねリテーナ – 01473-000

板ばねリテーナは、 カスタム取り付け面にクイック ・ フ ィ ッ ト ・ ハブを使用するときに、
ロック ・ メ カニズムとして使用するように設計されています。
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ロール ・ サポート – P1014124

ロール ・ サポート ・ ブラケッ トおよびマウン トは、 25.4 mm ID ( 内径 ) のロール紙巻芯
で最大 250 mm O.D. ( 外径 ) ロール紙を対象に、 厚さ  1.5 mm のシート メ タル ・ ウォー
ルをマウン トするように設計 ( テスト済み ) されています。 幅の広い方の認証ロール紙
幅 (80 および 82.5 mm) で、 ロール ・ サポート ・ ブラケッ トの縦の中心線に合わせます。
下の図では、 幅の狭い方の認証ロール紙幅は、 3.2 mm だけ低めにオフセッ ト される様子
を示します。 プリンタにロール紙を装着するには、 ロールのリ ップ部分を取り除く必要
があります。 ロール紙は、 ロール ・ サポート ・ ブラケッ トの中心線よりも約 4 mm 上に
移動する必要があります。

C

C

3

  ID
20

 ID

58 & 6080 & 82.5

広幅用紙
(80 または 82.5 mm)

狭幅用紙
(58 または 60 mm)

全用紙

広幅

狭幅
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ロール紙不足センサー

ロール紙不足センサーは、 次の 2 種類の長さで使用できます。

• 01890-300 – キッ ト用紙不足センサー 300 mm CBL

• 01890-500 – キッ ト用紙不足センサー 500 mm CBL

ロール上に残った用紙が一定のレベルになると、 センサーはシステムに警告します。

ロール紙不足センサーは、 ロール紙の白い面で光を反射して用紙を検知します。 用紙が
不足すると、 光は反射しません。 3 つの連続する用紙不足状況をプリンタが感知すると、

用紙不足フラグが設定されます。 新しいロール紙を装着すると、 フラグはリセッ ト され
ます。

注記 • ロール紙側に黒マークや埃があると、 誤った用紙不足状況が通知される場合があ
ります。

外部用紙不足
センサー
ポート

ロール ・ サポートの
上部にマウン ト

( 図参照 )

センサー ・
ケーブル
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汎用ロール ・ ホルダー – P1014125

このロール ・ ホルダーは、 プリンタの右側または左側に取り付けられます。 アームは、 3 
つの異なる角度で設定できます。 そのため、 キオスクでの統合を簡素化できます。

• 58 mm、 60 mm、 80 mm、 および 82.5 mm を ( 用紙幅の調整なしで） 使用でき
ます。

• 汎用ロール ・ ホルダーは、 「高」 および 「低」 アーム位置で最大 Ø200 mm ロー
ル、 ケーブルのクリアランスを確保した 「真下」 位置で Ø250 mm ロールをサ
ポート します。

• 「高」 アーム位置では別のアクセサリは一切不要ですが、 他の 2 つの位置では、
慣性緩衝スプリング ・ ガイ ド とケーブル ・ シールドの付いたプリンタ取り付けプ
レートが必要になります。

• オプシ ョ ンのロール紙不足センサーは、 ロール ・ サポートに追加されることがで
きます。

左右いずれかの
片側に マウン ト

Æ200 mm Roll
および 「低」 ロー
ル ・ サポート

位置表示

高と低 － 最大 150 mm ロール
真下 － 最大 200 mm ロール

アーム位置

高と低 － 最大 200 mm ロール
真下 － 最大 250 mm ロール

アーム位置
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「高」 位置 ( 取り付けプレートなし )

「低」 位置 ( 取り付けプレート要 )

取り付けプレート

最小印字ヘッ ド ・ アクセス ・ ク リアランス

最小印字ヘッ ド ・ アクセス ・ ク リアランス
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「真下」 位置 ( 取り付けプレート要 )

取り付けプレート

最小印字ヘッ ド ・ アクセス ・ ク リアランス
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「高」 位置 ( 取り付けプレートなし )

「低」 位置 ( 取り付けプレート要 )

「真下」 位置 ( 取り付けプレート要 )
図解について
— 「高」 位置 - 用紙非表示

— 「高」 位置 - いずれのロール ・ サポート も表示

取り付けプレート
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プリンタ取り付けプレート  – 104208

プリンタ取り付けプレートには、 以下の複数の機能があります。

• 堅固なプリンタ取り付けベースになります。

• 「低」 および 「真下」 位置で、 汎用ロール ・ ホルダー ・ アクセサリ と併用できま
す。

• 用紙をプリンタの真下にマウン ト したときに、 ケーブルと用紙が相互に阻害し合
わないように、 またオペレータを阻害しないように、 このプレート、 またはそれ
と同等のカスタム設計が必要です。

• 大型の 250 mm 直径ロールの使用時に、 プリンタの性能を最適化する慣性緩衝
スプリング ・ ローラーが含まれています。
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ウォール取り付けロール ・ ホルダー – P1014123

ウォール取り付けロール ・ ホルダーは、 プリンタ ・ フラ ッシュの正面でキオスク ・
ウォールに取り付けます。 直径 150 mm のロール紙用に設計されています。

58 mm、 60 mm、 80 mm、 および 82.5 mm を ( 用紙幅の調整なしで） 使用できます。

クイック ・ フ ィ ッ ト ・ プリンタ ・ リ リースとマウン ト ・ システムが含まれています。 交
換または修理を行う場合、 サービス技術者は板ばね ( ラ ッチ ) を引き、 プリンタをアン
ロックして、 手早く スライ ド させて引き出して ください。

板ばねハブ ・
ロッ ク

ロール紙サポート
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プリンタ電源供給装置 – 808099-004

KR403 電源供給装置アクセサリは、 キオスクの設計に簡単に取り込めます。 電源供給装
置は、 巻いてまとめて、 キオスクに手早く取り付けできます。

電源供給装置は、 KR403 プリンタでの動作をテスト済みであり、 同じ安全規則や準拠規
則のすべてを遵守しています。

単一の電源接続の図解については、 34 ページの 「電源の取り付け」 を参照して く ださ
い。

• 出力電圧 :24 VDC

• 70 ワッ ト、 90-264 VAC (47 ～ 63 Hz)

• ピーク電力 330 ワッ ト

• 入力電流 :1.5 Amp 最大

• 起動電流 :40 Amp 最大 115 VAC または 80 Amp 最大 230 VAC

DC パワー ・ フ ィルタおよびケー
ブル長さは、 最小 174 mm です

EMI パワー ・ フ ィルタ

電源オン LED
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電源供給装置の取り付け

1. プリンタの電源がオフになっているのを確認して ください。 また、 下図に示す、 オ
プシ ョ ンの電源アクセサリを使用する場合は、 必ず電源の AC 電源コードを外して
ください。 プリンタには、 統合型電源スイッチは付いていないので、 注意して くだ
さい。

2. 24 VDC 電源装置の電源コネクタを、 プリンタの電源差し込みに挿入します。 電源プ
ラグのラッチをそっと引いてみて、 コネクタにしっかり とロックしていることを確
認します。

3. AC 電源コードを電源装置に差し込みます。 AC 電源コードのも う一方の端を、 適切
な AC 電源のコンセン トに差し込みます。 AC コンセン トから電源が入ると、 アク
テ ィブ電源ランプがオンになります。

4. 電源でオンで、 プリンタに接続していると、 プリンタの電源ステータス ・ インジ
ケータが緑色に点灯します。 プリンタは、 プリンタ初期化プロセスを開始します。
約 25 秒かかります。 プリンタは、 カッ ターをテスト し、 用紙装着についてチェ ック
します。 ステータス ・ インジケータは、 用紙がセッ ト されている場合は緑色で、
セッ ト されていない場合は赤色で点滅 (1 回明滅 ) します。

注記 • 必ず、 三極プラグと  IEC 60320-C13 コネクタを備えた適切な電源コードを使用し
て ください。 こ う した電源コードは、 使用する国の認証マークが付いているものを必ず
使用して ください。

図 6-31 • 電源の取り付け

プリンタ電源
コネクタ

プラグの形は国に
よって異なります。

アクテ ィブ電源ランプ

プリンタ

オプシ ョ ンの電源供給装置
アクセサリ

IEC 60320 C-13 プラグ (70W)

AC 電源
コード
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USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・ バス ) ケーブル – P1027715

KR403 電源 USB ケーブル ・ アクセサリは、 キオスクの設計に簡単に取り込めます。
ケーブルは、 巻いてまとめて、 キオスクに手早く取り付けできます。

USB ケーブルは、 KR403 プリンタでの動作をテスト済みであり、 同じ安全規則や準拠
規則のすべてを遵守しています。
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大型のロール紙アダプタ  – P1026858

大型のロール紙アダプタは、 大型のロール紙 (250 mm (10 インチ )) を使用する場合にプ
リンタ ・ フ ィード ・ モーターによる過度な牽引力を避けるために使用されます。 大型の
ロール紙が使用される場合には、 ロールとプリンタ間にたるみがある場合にフ ィード ・
モーターが停止になることがあります。

注記 • アダプタを取り付ける前に、 選択した用紙の幅に適切な用紙ガイドが装着されて
いることを確認して ください。
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プリンタへの取り付け

1. 以下のような角度でプリンタ上にアダプタを置きます。

2. 図のようにアダプタを上方に回転させ、 ねじ  (1) を取り付けます。
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用紙のセッ ト

1. ロック ・ タブ  を押してアダプタ ・ テンシ ョナ ・ アセンブリを開きます。

2. アダプタからプリンタに用紙を挿入します。 狭幅用紙の場合、 プリンタは自動的に
セッ ト します。 広幅用紙の場合は、 手動で用紙をセッ トする必要があるものがあり
ます (57 ページの 「手動による用紙のセッ ト」 を参照 )。

3. アダプタ ・ テンシ ョナ ・ アセンブリを閉じてロックします。
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大型のロール紙アダプタ用の取り付けプレート  - P1027728

大型のロール紙アダプタがプリンタで使用される場合、 標準の取り付けプレートは使用
できません。

プリンタへの装着

図のように、 ねじを使用してプレート をプリンタとアダプタに装着します。
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大型ロール紙アダプタに使用する他のアクセサリ

汎用ロール ・ ホルダー

汎用ロール ・ ホルダー (70 ページ ) は、 大型ロール紙アダプタのどちらの側にも取り付
け可能です。 また、 ロール紙不足センサー (69 ページ ) を以下の設定で使用できます 
(84 ページの 「大型ロール紙アダプタ とケーブル経路」 を参照 )。

1. 2 本のねじ   を使用して、 マウン ト ・ ブロック   を大型ロール紙アダプタに取り
付けます。

2. ねじ   で汎用ロール ・ ホルダー  をマウン ト ・ ブロック   に取り付けます。

注記 • 図ではわかりやす くするために取り付けた状態になっていません。
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大型ロール紙アダプタとケーブル経路

ロール紙不足センサー

大型ロール紙アダプタに汎用ロール ・ ホルダーを取り付ているときは、 500 mm のロー
ル紙不足センサーを使用する必要があります (69 ページの 「ロール紙不足センサー」 を
参照 )。

左側の経路

1. ロール紙不足センサーをプリンタに差し込みます。

2. プラスチック製のケーブル ・ タイ   を使用して、 大型ロール紙アダプタの結束ポイ
ン トにケーブルをしっかり固定します。

3. 汎用ロール ・ ホルダーの下および外側にケーブルを配線し、 プラスチック製のケー
ブル ・ タイ   を使用してケーブルを固定します。

4. ネジを使用してセンサーをロール ・ サポートに取り付けます。
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右側の経路

1. ロール紙不足センサーをプリンタに差し込みます。

2. プラスチック製のケーブル ・ タイ   を使用して、 図のように大型ロール紙アダプタ
の結束ポイン トにケーブルをしっかり固定します。

3. 汎用ロール ・ ホルダーの下および外側にケーブルを配線し、 プラスチック製のケー
ブル ・ タイを使用してケーブルを固定します。

4. ねじを使用してセンサーをロール ・ サポートに取り付けます。

電源ケーブル

電源ケーブル ・ アクセサリにはフェライ トが含まれるため、 ケーブルは大型ロール紙ア
ダプタの機能が干渉を受けないように配線する必要があります。

電源アクセサリ以外の電源を使用する場合は、 大型ロール紙アダプタの左側に沿って配
線し、 プラスチック製のケーブル ・ タイを使用して結束ポイン トに固定します。

シリアル /USB、 およびイーサネッ ト ・ ケーブル

データ ・ ケーブルは大型ロール紙アダプタの右側に沿って配線します。 プラスチック製
のケーブル ・ タイを使用して、 大型ロール紙アダプタの結束ポイン トにケーブルをしっ
かり固定します。
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7
トラブルシューティング

ステータス ・ ランプの説明

アプリケーシ ョ ン LED 状態

電源がプリンタに適用された直後に、 簡単なセルフ ・ テス トが実行され、 ステータス ・
ランプが以下の状態を報告します。

表 7-1 • アプリケーシ ョ ン LED 状態

緑色点灯 0 - OK このコードは、 他のコードがアクテ ィ
ブではない場合に報告されます。 プリ
ンタが正常に機能していることを示し
ます。

1 回赤色点滅 1 - プレゼンタに用紙
ジャム

このコードは、 用紙がプレゼンタで詰
まっていることを示します。 このエ
ラーは、 プリンタが用紙を取り出そう
と したが、 操作を完了できない場合に
設定されます。 このエラーは、 プレゼ
ンタ ・ センサーから用紙を取り除く こ
とによってクリアされます。

2 回赤色点滅 2 - カッ ター ・ ジャム このコードは、 プリンタがカッ ターの
刃を検索できなかったか、 または正し
くその位置を管理できなかったことを
示します。 このエラーは、 プリンタが
カッ ト を試みたが、 3 度再試行しても
失敗する場合に設定されます。 このエ
ラーは電源をオフにしてからオンにす
ることでクリアされます。
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3 回赤色点滅 3 - 用紙切れ このコードは、 選択した EOP センサー
が用紙プレゼントを検出していないことを
示します。 この値は、 マーク ・ エンジン
が 「TOF marker length (TOF マーカー
長 )」 ＋ 5 mm より大きいマークを検出
するか、 EOP センサーの A/D 読み出
しが 「End of paper threshold ( 用紙し
きい値の下限」 より下回る場合に信号
が発せられます。 このエラーは、 ( キャ
リブレートまたは通常の用紙セットのい
ずれかによって ) 用紙が正常にセットさ
れると解消します。

4 回赤色点滅 4 - 印字ヘッ ドが持ち
上げられる

このコードは、 印字ヘッ ドが持ち上げ
られていることを示します。 このエ
ラーは、 印字ヘッ ドをロック位置へ戻
すことによってクリアされます。

5 回赤色点滅 5 - 用紙フ ィード ・
エラー

このコードは、 用紙が想定された時間
内にプレゼンタ ・ センサーまで到達で
きなかったことを示します。 このエ
ラーは、 用紙がカッ ターからセンサー
までの長さ  ＋ 15 mm フ ィード した後
で、 プレゼンタ ・ センサーに到達でき
ない場合に信号を発します。 このエ
ラーは、 印字ヘッ ドを開いて閉じる
か、 または電源をオフにしてからオン
にすることによってクリアされます。

黄色点滅 6 - ヘッ ド温度エラー このコードは、 印字ヘッ ドが最大許容
温度を超えていることを示します。 こ
のステータス ・ コードは、 印字ヘッ ド
の温度が 65°C (149°F). を超えている
場合に設定されます。 この状態が発生
する場合、 プリンタは空白の用紙を 
100 mm (4 インチ ) をフ ィード し、
カ ッ ト して、 表示します。 このエラー
は、 印字ヘッ ドの温度が 55°C 
(131°F) より下回る場合に自動的にク
リアされます。

高速での琥珀色点滅 ファームウェアが欠
落または破損してい
る

このコードは、 ファームウェアに不正
であるか欠落したチェ ックサムがある
ことを bootware が検出したことを示
します。 このエラーは、 ファームウェ
アが再ロード されるかアップデート さ
れると解消します。 ファームウェアの
アップロード手順については、 ソフ ト
ウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ドを参
照して ください。

表 7-1 • アプリケーシ ョ ン LED 状態
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アプリケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス

プリンタの電源がオンにした状態で、 フ ィード ・ ボタンを押したままにします。 ステー
タス ・ インジケータの点滅シーケンスが発生するまでフ ィード ・ ボタンを押し続けます。
次の点滅シーケンスは前の点滅シーケンスが完了した後に発生します。 点滅シーケンス
は以下の機能を実行します。

プリンタ ・ ステータスは、 エラーが発生時の通常の操作中に報告されるか、 またはス
テータス要求を Windows ド ライバを介してプリンタに送信することもできます。
Windows ド ライバーによって報告されるエラー ・ コードについては、 ソフ トウェア ・ イ
ンテグレータ ・ ガイ ドを参照して ください。

表 7-2 • アプリケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス

ステータス点滅
シーケンス

操作

1 回点滅、 その後緑
色点灯

1 秒間表示されます。 これは内部セルフ ・ テス ト ・ ページを
印刷します。

2 回点滅、 その後緑
色点灯

1 秒間表示されます。 キャリブレート を実行します。 これは
プレゼンタおよび印字ヘッ ドの下に用紙がな く、 エラー信号
がない状態で開始する必要があります。

3 回点滅、 その後緑
色点灯

1 秒間表示されます。 シミ ュレート された USB ケーブル接続
および再接続を実行して、 USB プラグ＆プレイ  イベン ト を発
生させます。

4 回点滅、 その後緑
色点灯

1 秒間表示されます。 用紙ガイ ド ・ キャリブレーシ ョ ンを除
いて、 すべてのプリンタ設定をデフォルトに設定してから、
用紙ガイ ド ・ キャリブレーシ ョ ンを実行します。

5 回点滅、 その後緑
色点灯

1 秒間表示されます。 50% グレーのパターンを印刷し、 それ
を取り出してから、 対角線パターンを印刷して、 取り出しま
す。

5 回点滅シーケンス後もフ ィード ・ ボタンが押されたままの場合は、 ステータス ・ ラ
ンプがオフになります。
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印字品質の問題

ラベルに印字されません。

• 感熱用紙ではない可能性があります。 または、 感熱コーテ ィングが上向きになって
いません。 52 ページの 「感熱性の用紙のタイプの特定」 .

• 用紙は正し く取り付けられていますか ? 感熱コーテ ィングは上向きになっています
か ?52 ページの 「感熱性の用紙のタイプの特定」 .

• 印字ヘッ ドが汚れているか破損している可能性があります。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをクリーニングします。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ドが破損しています。 印字ヘッ ドを交換して ください。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ドの配線が破損しているか正し く接続されていない可能性があります。

• 印字ヘッ ド と メイン ・ ロジック ・ ボードの配線接続を確認して ください。 手順に
ついてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 配線に破損がないか確認して ください。 配線が破損している場合は交換して くだ
さい。 手順についてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

印字イメージが異常です。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをクリーニングします。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ドが磨耗しました。 印字ヘッ ドは消耗品で、 用紙と印字ヘッ ドの間の摩擦
によって磨耗します。 承認されていない用紙を使用すると、 印字ヘッ ドの寿命が短
く なったり、 損傷することがあります。 印字ヘッ ドを交換して ください。 手順につ
いてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字濃度と印字速度 ( あるいはその両方 ) を調整して ください。 手順についてはソフ
トウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド  (P1026208) を参照して ください。

• Windows のプリンタ ・ ド ライバーまたはアプリケーシ ョ ン ・ ソフ トウェアはこ
の種の設定を変更してしまうので、 印字品質の最適化を行うには変更が必要で
す。

• 使用中の用紙は、 プリンタと不適合です。 アプリケーシ ョ ンに適切な用紙を必ず使
用して ください。 常に Zebra が認証した用紙を使って ください。

• 以下の理由で、 プラテン ( ド ライバー ) ローラーがまっすぐ動作していない可能性が
あります。

• 表面に異物が付着している。

• ゴムの表面が研磨され、 すべりやす く なった。
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• プラテンのクリーニングまたは交換が必要な可能性があります。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

ラベル上に縦線状の印字ヌケがあります。

• 印字ヘッ ドが汚れているか破損している可能性があります。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをクリーニングします。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ドが破損しています。 印字ヘッ ドを交換して ください。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ドが磨耗しました。 印字ヘッ ドは消耗品で、 用紙と印字ヘッ ドの間の摩擦
によって磨耗します。 承認されていない用紙を使用すると、 印字ヘッ ドの寿命が短
く なったり、 損傷することがあります。 印字ヘッ ドを交換して ください。 手順につ
いてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

印字がレシートの印字基点から開始しないか、 1 から  3 枚程レシートが
誤印字されます。

• プリンタのキャリブレート を実行する必要があります (89 ページの表 7-2 「アプリ
ケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス」 の 2 回点滅シーケンスを参照して くだ
さい )。

• 用紙をセッ ト し直します。 56 ページの 「自動用紙セッ ト」 または 57 ページの 「手
動による用紙のセッ ト」。

用紙の検知の問題

KR403 プリンタのデフォルトの用紙モードは連続モードです。 Windows ド ライバーで
変更されない限り、 プリンタはこのモードのままになっています。

KR403 プリンタは、 黒マーク用紙に対して自動用紙キャリブレート機能があります。 プ
リンタが印刷中または用紙の挿入中は、 プリンタはロール上のページ間およびロール間
の用紙パラ メータのわずかな違いを検知して対応し、 用紙を確認して調整します。 印刷
ジ ョ ブまたは用紙挿入を開始したときに、 予測される用紙長またはページ間のギャップ
の長さが許容可能な差の範囲を超えた場合、 プリンタは自動的に用紙長キャリブレート
を開始します。

デフォルトの最大ラベル長である 610 mm (24 インチ ) だけ用紙を挿入した後に、 プリ
ンタが黒線 （または黒マークのある切れ込み） を検知しない場合、 プリンタは用紙エ
ラーを報告します。

オプシ ョ ンで、 用紙をセッ ト した後や、 電源をつけた状態で印字ヘッ ドを閉じたときに、
用紙の短いキャリブレート を行うようプリンタを設定することができます。 このときプ
リンタは、 キャリブレート中に最大 3 つのラベルまで挿入することができます。
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プリンタが用紙をセッ ト しません。

• 用紙が変更されたか、 異なる用紙ガイ ドが取り付けられています。

• 使用する用紙に適切な用紙ガイ ドが取り付けられていることを確認します。 詳細
については、 50 ページの 「用紙ガイド  - 必要なアクセサリ」 を参照して くださ
い。

• 2 回点滅の手順を実行してプリンタを再キャリブレート します。 詳細について
は、 89 ページの 「アプリケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス」 を参照し
て ください。 用紙をセッ ト し直します ( 用紙セッ ト手順についてはハードウェ
ア ・ インテグレータ ・ ガイ ドを参照して ください )。

• 手動で用紙をセッ ト します。 詳細については、 57 ページの 「手動による用紙の
セッ ト」 を参照して ください。

• 以下の理由で、 プラテン ( ド ライバー ) ・ ローラーがまっすぐ動作していない可能性
があります。

• 表面に異物が付着している。

• ゴムの表面が研磨され、 すべりやす く なった。

• プラテンのクリーニングまたは交換が必要な可能性があります。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 用紙センサーが汚れているか破損している可能性があります。 手順についてはサー
ビス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 印字ヘッ ド ・ アセンブリが閉じていません。

• プリンタのいずれかの側にあるステータス ・ ランプを確認します。 ステータス ・
ランプが赤色に 4 回点滅する場合は、 印字ヘッ ドが閉じていません。 印字ヘッ
ド ・ アセンブリを押し下げ、 所定の位置にロックします。

• 印字ヘッ ドの下にジャムがあります。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• 大型ロール紙によってフ ィード ・ モーターが回転過剰になっている可能性がありま
す。 大型ロール紙アダプタを取り付けます。 79 ページの 「大型のロール紙アダプタ  
– P1026858」 を参照して ください。

プリンタが用紙を排出しません。

• プレゼンタ ・ ローラーが汚れているか、 破損しています。

• プレゼンタ ・ ローラーが汚れています。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• プレゼンタ ・ ローラーが破損しています。手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。
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• プレゼンタの下にジャムがあります。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• プレゼンタ ・ センサーが汚れているか破損している可能性があります。

• プレゼンタ ・ センサーが汚れています。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• プレゼンタ ・ センサーが破損していて交換の必要がある可能性があります。 手順
についてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• プレゼンタから前のレシートが取り除かれていません。

• プリンタのいずれかの側にあるステータス ・ ランプを確認します。 ステータス ・
ランプが赤色の 1 回点滅を示している場合、 プリンタはプレゼンタに用紙があ
ることを報告しています。 プレゼンタにある用紙を取り除いて ください。

• プレゼンタ ・ モーターを交換する必要がある可能性があります。 手順については
サービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• プレゼンタ ・ ド ライブ ・ ギアが破損しているか磨耗している可能性があります。 手
順についてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

その他の問題

レシートが正し く カッ ト されていません。

• カッ ターの刃が磨耗している可能性があります。 カッ ターの刃を交換します。 手順
についてはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• カッ ター ・ テンシ ョナが磨耗しているか破損している可能性があります。 カバー ・
プレート ・ アセンブリを交換します。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• Windows ド ライバーでカッ ター ・ モードの設定と部分カッ ト幅の設定を確認しま
す。 ソフ トウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド  (P1026208) を参照して ください。

• カッ ター ・ モーターを交換する必要がある可能性があります。 手順についてはサー
ビス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• カッ ター ・ ド ライブ ・ ギア、 ド ライブ ・ ピン、 カッ ター ・ アクチュエータが破損し
ているか磨耗している可能性があります。 手順についてはサービス ・ マニュアル 
(P1026223) を参照して く ださい。

• 最新のファームウェアと ド ライバーのバージ ョ ンを確認して ください。
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プリンタのライ トがついていません。

• プリンタに電源が投入されていることを確認して ください。

• コン ト ロール ・ パネルが汚れているか破損している可能性があります。 手順につい
てはサービス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• メ イン ・ ロジック ・ ボードが破損している可能性があります。 手順についてはサー
ビス ・ マニュアル (P1026223) を参照して ください。

• 最新のファームウェアと ド ライバーのバージ ョ ンを確認して ください。

レシート ・ フォーマッ トが送信されていますが、 プリンタで認識されま
せん。

• ステータス LED が点灯または点滅している場合は、 87 ページの表 7-1 「アプリケー
シ ョ ン LED 状態」 を参照して ください。

• USB ケーブルが正し く取り付けられていることを確認して ください。 詳細について
は、 36 ページの 「ホス トへのプリンタの接続」 を参照して ください。

• 通信上の問題が発生しています。 USB の検出を実行します (89 ページの表 7-2 「ア
プリケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス」 の 3 回点滅シーケンスを参照 )。

レシートが黒マークでカッ ト されていません。

• 必要な用紙幅に適した用紙ガイ ドを使用していることを確認します。 50 ページの
「用紙ガイド  - 必要なアクセサリ」 を参照して ください。

• 用紙ガイドのキャリブレート を実行します。 89 ページの 「アプリケーシ ョ ン ・ ユー
ザー ・ インターフェイス」 の 4 回点滅シーケンスを参照して ください。

• 適切な用紙を使用していることを確認して ください。 52 ページの 「感熱性の用紙の
タイプの特定」 を参照して ください。

• Windows ド ライバーを使用してプリンタを黒マーク ・ モードに設定します。 黒マー
ク ・ モード設定の手順については、 ソフ トウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド  
(P1026208) を参照して く ださい。

• 用紙をセッ ト し直します。 詳細については、 56 ページの 「自動用紙セッ ト」 を参照
して ください。
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工場出荷時デフォルト値にリセッ ト

• プリンタを工場出荷時のデフォルトにリセッ トすると、 問題が解決する場合があり
ます。 89 ページの表 7-2 「アプリケーシ ョ ン ・ ユーザー ・ インターフェイス」 の 2 
回点滅シーケンスを参照して ください。

• Windows ド ライバーを使用してプリンタをリセッ ト します。 手順についてはソフ ト
ウェア ・ インテグレータ ・ ガイ ド  (P1026208) を参照して ください。

技術サポートへのお問い合わせ

インターネッ ト を利用した技術サポートは、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。

www.zebra.com

Zebra 機器およびソフ トウェアの操作に関する質問については、 販売業者にお問い合わ
せください。 さらに援助が必要な場合は、 Zebra までお問い合わせください。

モデル番号とシリアル番号をご用意ください。

お問い合わせ先については、 5 ページの 「連絡先」 を参照して ください。

http://www.zebra.com
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